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午前九時〇〇分開議 

○議長（鈴川基次君） おはようございます。ただいまの出席議員数は１０人です。定足

数に達していますので、これから本日の会議を開きます。 

 しばらく休憩します。 

午前九時〇〇分休憩 

   ―――・――― 

午前九時〇一分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 ９月８日、町長から提出された認定第１号 平成２６年度美浜町一般会計歳入歳出決算

認定について議案を撤回したいとの申し出がありました。お手元に配付のとおりです。議

案の撤回についてを日程に追加し、追加日程第２として日程の順序を変更し、直ちに議題

にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、議案の撤回についてを日程に

追加し、追加日程第２として日程の順序を変更し、直ちに議題とすることに決定しました。 

 町長から議案の撤回について提案理由説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） おはようございます。 

 議案の撤回について理由を申し上げます。 

 平成２６年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定につきましては、９月８日に決算書を提

出し、認定をお願いしておりましたが、決算書記載内容の中に、事前に必要な議会議決を

経ずに不納欠損処理した部分があることがわかりました。担当課では、財務規則、不納欠

損に係る要綱の設置により不納欠損できるものと考えておりましたが、上級機関に確認を

したところ、地方自治法第９６条第１項第１０号の権利放棄に係る議会議決が必要である

という結論になったものでございます。つきましては、一旦、決算認定に係る議案を撤回

いたしたく、議事進行の上で大変ご迷惑をおかけしますこと、陳謝申し上げます。よろし

くご了解いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案の撤回について許可することにご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、認定第１号 平成２６年度美

浜町一般会計歳入歳出決算認定についての議案の撤回についてを許可することに決定しま

した。 

 しばらく休憩します。 

午前九時〇四分休憩 

   ―――・――― 

午前九時〇五分再開 
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○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま町長から、議案第１３号 権利の放棄についてが提出されました。お手元に配

付のとおりです。これを日程に追加し、議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１３号 権利の放棄に

ついてを日程に追加し、追加日程第３として議題とすることに決定しました。 

 追加日程第３ 議案第１３号 権利の放棄についてを議題とします。 

 本件について提案理由説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） 提案理由を申し上げます。 

 議案第１３号は、権利の放棄についてでございます。 

 町営住宅大浜Ａ団地４号、杉本隆子さんが平成２５年１０月１８日に死亡し、保証人で

あり相続人となっている子どものうち２人は死亡、１人は職権消除により住所不明の状態

となっているものでございます。大浜団地については、現在、新規の入居を見合わせてい

て家財道具はそのままになっているわけですが、今後とも未納分の家賃の回収は難しいと

判断し、地方自治法第９６条第１項第１０号の規定により、債権の放棄について議会の議

決をお願いするものでございます。 

 以上、よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） 本件について細部説明を求めます。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） おはようございます。 

 議案第１３号 権利の放棄について細部説明を申し上げます。 

 町営住宅大浜Ａ団地４号、杉本隆子さんが平成２５年１０月１８日に死亡し、ご遺体は

大阪在住のお孫さんが何とか引き取ってくれたものの、保証人であり相続人となっている

子どものうち２人は死亡、１人は職権消除により住所不明の状態となっていたもので、大

阪のお孫さんにも未納分の家賃の納付と家財道具の引き取りを求めてはきたのですが応じ

てもらえず、最後にはこのお孫さんとも連絡がとれない状況になっているものでございま

す。大浜団地については、現在、新規の入居を見合わせていて家財道具はそのままになっ

ているわけですが、簡易裁判所に申し立てをして強制的に明け渡しの判決をもらうにも相

当な裁判費用が必要ということもあり、今後とも未納分の家賃の回収は難しいと判断し、

地方自治法第９６条第１項第１０号の規定により、債権の放棄について議会の議決をお願

いするものでございます。なお、債権放棄する額は１８カ月分の住宅使用料１２６千円で

ございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し

上げます。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。髙野議員。 

○７番（髙野正君） 大変時間がかかっておりますが、この方、家賃１２６千円滞納って
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言っておられますけれども、亡くなって今までの分、数えたら、そんなもんでは済まない

でしょう。要は、亡くなってから今までずっと何しやったんよという話なんですよ。だか

ら、周りから見たら、あそこ空いているのに家財道具そのまま放ってということで見られ

ますよね。その間、職権消除されておりと言いますけれども、もう亡くなって、お孫さん、

ご遺体を引き取りに来たときでも、どうするんかって話詰められなかったんですか。今ま

でちょっと時間がかかり過ぎだと思うんですけれど。今後とも、こういうことがないとも

限りませんので。それで、以前から申し上げているように、保証人２人付けてあるという

けれど、やっぱりある程度保証人というのは、役場の職員の皆さんでも一緒やけれど、保

証人２人ほど出しているでしょう、皆さん。しょっちゅう、そういう保証人確認していか

な。１回とったら定年退職まで保証人そのままやってなことは、あり得ないことでしょう、

普通は。そうだと思うんですよ。これ今聞いたのもそうですけれど、ついでに美浜町の職

員の皆さん、保証人出してそのまま何年に一遍ぐらい書き替えているんですか。そういう

ことと同じですよ、課長。一遍、保証人とったらもうそのままやと、とっているから、こ

ういうことになったら、どうもこうもならんようになってくるでしょう。裁判費用かかる

しというけれども、裁判費用も別に裁判してもいいじゃないですか、こんなん。給食のこ

とも出ましたけれど、裁判でも、たとえ３０千円でも１，０００千円かかった裁判費用で

も取りにいくんやと、美浜町そうするんやって、要るときは要る、仕方ない、こんなん。

やっぱり、きっちり、決まりを守らせるためにもそういうことをきっちりしていかなあか

んの違いますかね。これは、一遍保証人とったらって、だからそれでずっとやっているか

らこういうことになるんでしょう。一体、どない思われていますか。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） まず、その美浜町の職員の保証人の更新の件ですが、これ

については当初採用のときに出していただいて、それ以降の更新というのはございません。

それと、今回のこのケースでございますけれども、お亡くなりになる前に何かご病気で入

院されたというときからお孫さんを頼ってということで、その方は当初かかわってくれて

いたということらしんですけれども、亡くなられた後、ご遺体引き取っていただいて、最

初は連絡とれていて、そのときに後のその明け渡しとか、未納についてのお話は、当初は

担当のほうからはさせてもらったということらしいんですが、その後、この分を何とかと

いう話をしますと、今は、他は連絡とれんけれども、権利者というのか、孫は私だけでは

ないと、私だけ連絡がとれるから私が全てせなあかんというのは納得できやんというよう

な話で、その後、役場から電話かけても出てもらえないというふうな状況で、当初はある

程度その人に接触というか、話はできた状態だったようなんですけれども、その後そうい

うお金の話、何とか後の処分をお願いしますということにした際に、もう連絡がとれなく

なってしまっているという状況でございます。それと、確かに保証人なっている方、もう

亡くなってしまっている、行方不明になってしまっているその方をそのまま保証人に置い

ていたのはどうかというご指摘は、それはもうごもっともだと思います。なかなか、何年
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に一回、そしたら保証人さんをその都度出し直してくださいというのは難しい面はあるん

ですけれども、ちょっと一度そこは検討してみたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） 亡くなってからの家賃も取れやんし、それでも家財道具置いていた

ら、そのときも家賃請求できるはずですけれども、保証人もいていない、身内もいてない

って、行方不明ということになれば、いたし方のないことかもしれません。ですけど、そ

の条例で入居されるときに、保証人が５年に一遍更新ですよとか、やっぱりある程度やっ

ていかないと、何のために保証人とるんですかということになりますよね。だから、そこ

なんですよ。こういうときのための保証人でしょう。だから、役場の職員の皆さんでも、

入るときは保証人出してそれっきりやと。民間では、１０年に一遍は書き替えていますよ、

しっかりした民間企業では。だから、やっぱり当然保証人になるって、例えば職員の皆さ

んでも、同い年ぐらいでは言いに行きませんよね。例えば、親父の兄弟、おじさんとか、

おばさんとか、当然そういうところでしょう。言っちゃ悪いですけれども、おじさん、お

ばさんのほうが、基本的に、先、亡くなります。そしたら、もうそれっきりですよ。これ、

何のために保証人とるのかなということが一つと、もう結構ですけれども、だから職員で

も、絶対、保証人、１０年に一遍は書き替えていかないとだめですよ。こんな公営住宅な

ら、５年に一遍ですよ。そういうのをきちっとやっていきませんか、課長。何とか検討し

てみますということと違うて、できるだけ早くする必要があると、私は考えるんですが、

課長、どうお考えですか、これで質問止めますけれども。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 入居されている方には、それぞれ事情いろいろある方も多

うございます。例えば、入るときにかなり苦労して保証人さんを探してもらってやっと入

ってもらったという方もおられます。今、その全員の方にまた改めて保証人をということ

になりますと、そのときは保証人になってもらえたけれども、ちょっともう今だったら、

ようならんよ、保証人見つからんよというふうなケースも出てくることも考えられます。

その場合、今入っているのに出てもらわなんというようなケースも考えられます。その点

も含めて、ちょっと勉強させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） ７番。 

 保証人、また要るんだったら保証人ないよ。今入っている人、ほんならまた出てもらわ

な。出てもらわな仕方ないんですよ、そういう方は。そのための保証人でしょう。そうい

うことないということは、出てもらわな仕方ないんですよ。そこは、はっきりしときませ

んか。こんなの、せっかく入ってもらったのに保証人ないから出てもらわなって、公告の

ときにうたい文句つけといたらいいんですよ、保証人のある方って。それ、考えていたら
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何もできませんよね。保証人のある方ですよ。だから、絶対、保証人は必要なんですよ。

職員だって同じですよ。極端なこと言うと、使い込みした、損害賠償出てきた、保証人、

もう亡くなっておらん、丸っきりですよね、１円も返ってきませんよ。そういう悪く考え

たら、そういうことですよ。保証人というのは、伊達や酔狂で保証人なっているわけやな

いんですよ。保証する人ですよ、本人の代わりに、それが保証人です。考えなくてもいい

と思うんですが、その辺、どうお考えなのか。ないとなったら出ていってもらわないかん、

それは当然の話じゃないですか、課長。どうですか。 

○議長（鈴川基次君） しばらく休憩します。 

 再開は９時３０分とします。 

午前九時二十一分休憩 

   ―――・――― 

午前九時三〇分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。町長。 

○町長（森下誠史君） 髙野議員にお答えいたします。 

 議員が先ほどからおっしゃっている保証人等々という形でございますが、私も理解して

いるつもりでございます。ただ、今までこういった形で、町営住宅、公営住宅、そして職

員の保証人等々、先ほど総務政策課長のほうからご答弁させていただいたとおり、現実は

していないというのが状況でございます。その辺も含めた中で、今後ということでござい

ますが、前向きに一度勉強したいと思いますので、その辺でご理解を賜りたいなと、この

ように思います。 

○議長（鈴川基次君） ほかに質疑ありませんか。田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） この権利の放棄についてということで少しちょっと質問の本旨か

らずれると思うけれども、そこらはちょっとお許しいただきたいと思います。 

 この権利の放棄ということに関連してでありますけれども、私も、昨日から一晩ゆっく

り考えてみたんです。当初、今、課題とされておりますこの住宅の使用料の未収金という、

普通、世間一般では亡くなった方には、それは財産も相続されるかわりにマイナスの財産、

いわゆる借金も相続されますよというのは常ですけれども、そのとき借金のほうが多い場

合は相続しないというのが世の常、もうそんなん言わいでもわかっていると思いますけれ

ども、こういうことはあり得るなと。この未収金のほうが、さっき審議あったんですけれ

ども、このほうについては、これはもう当然かなって、僕、感覚的に思っていたんです。

だから、その給食費のほうから、ちょっと質問させてもらったんです。そこは、もうご理

解いただけると思います。しかし、これ去年の９月議会の議会だよりなんです。この中に、学

校給食費ということについてクエスチョンで滞納については、アンサー、累積で２，６９０

千円、ほんでクエスチョンで滞納しているのはどういった家庭か、ここでアンサーで生活

が困窮しているとは思えない家庭である。それで、未納の対策方法は、月１回の徴収訪問

をし、分割で収受しているという、これ正確な議事録じゃないんで何ですけれども、こう
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いう議会だよりで報道を載せております。そういうことからしたら、考えてみたら、普通

の税金と違うて学校給食というものについては、それは、万全な対策ではないとしても準

要保護という制度がございます。準要保護という制度がある中で未納を繰り返すというこ

とは、性格からいうたら悪質な、この場で去年はその払えないような家庭、困っているよ

うな家庭やと思えへんということまで書いているんですから。それを、毎月行って払って

くださいよということであるとしたら、いわゆる期限、その時効については援用というん

じゃなしに延期してきた、執行の停止をしてきたわけなんでしょう、毎月行ってきたって

理論的に言って。ほんで、今回、急に援用を利用します、よう払えませんという援用の宣

言があったといいますけれども、普通から言うたら、援用は口頭でもできるってなってお

りますけれども、その借りているほうが、私はもうこれ時効来たましたと、だから援用の

採用して払う意思はございませんという口頭できちんとした場面が必要なんですよ、口頭

でできるとしても。ただ、払えへんよ、ないわと、これじゃ、この援用というものに相当

しないと思います。そこで、一番肝心なところです、皆さんにご理解していただきたい。

私、なぜまだ今日はこの話をぶり返すかって一晩考えてみたら、同じ役場の職員の中で税

務課がおられます。税務課というのは、公債なんで、確かにもうその執行期限が来たらも

うもらいにも行けん、受け取りもできんというのがそうなんですけれども、ほんだら、実

際問題、税務課の徴収に行くほうが、いわゆる行きたくない場面、修羅場に立たされる場

面というのは非常にあると思うんです。じゃ、給食費のほうは悪質やけれども、行って、

はい、まとめてこんだけもう援用でしましたからというて、法的にはそうかもわかりませ

ん。しかし、ここで議員の一席を与えてもらった人間としたら、そこら辺はやっぱり職員

に対して、平等に、ちょっとそっち甘ないかい、そんなことやっていたら、税務課、頑張

る意欲なくしますよという思いがあるんです。そこのところ、ご理解いただきたいと。そ

こでですけれど、同じように、それは法的にもう２年経ったら構わんね、それは援用して

あるんで、それは払わんと言ったやつも、もう援用の宣言やって言うてしもうたらそうな

ってしまいますかもわかりませんけれども、普通からいうたら、同じように給食費のほう

も努力も認めます。毎月行っていると、ここにも書かれているんですし、それも認めます

し、いろんな事情もあるのも認めます。だから、同じように、給食費のほうも権利放棄の

議案を出して、ここで審議して権利放棄して不納欠損出したらどうですか。そこから先は、

これ法的なものというより人道的というか、道義的なもんだと思うんですけれども。法的

な追及はしませんけれども、道義的にはどうしても、私、やっぱりこの住宅費のほうより

この給食費のほうが、法的というより心情的にはどうしても腑に落ちないんです。それは、

繰り返しになりますけれども、職員の平等、これから税務課の人が徴収に行くという意欲

のためにも、ここら辺はきちんと線引いといたほうが平等だと思うんです。いかがでしょ

うか。 

○議長（鈴川基次君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） 田渕議員にお答えをいたします。 
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 田渕議員のほうから、道義的にというか、心情的にというかという話があったんですけ

れども、このことについては、お気持ちは非常に理解もしているつもりでありますし、今

までも手を抜いてというか、そういうことじゃもちろんなかったわけなんですけれども、

結果としては徴収をすることができなかったという結果に至っております。それで、昨日

も申しましたけれども、今後、しっかりとっていくためにというそういう方向性の中で今

回こういう措置もさせていただいたんですけれども、今後、課の者と一緒にしっかり徴収

もしていきたいと思いますので、その辺、ご理解願えたらありがたいかなと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） しっかり徴収するためにとおっしゃいますけれど、これは、ここ

からの話はしっかり徴収して当たり前だ、当然だと思うんです。でも、今までの経過、結

局、援用、援用という言葉、何度も出てきますけれども、何や使いますけれども、正式に

もう執行で援用を使ってここで停止しますと、今まで、結局、執行の停止をしてきて延ば

してきているんでしょう、だから今までくださいって言ってきたんでしょう。今になって、

もう払いません、時効過ぎてますからって、そういう場面は正確にきちんとあったんです

か。そうでなしに、今までずっとだらだら延ばしてきているんでしょう、だらだらという

のはごめんなさい、それは失言です。毎月行って、努力重ねてきているんでしょう。そこ

で、きちんとした場面があるのなら、このことについて何月の幾日ぐらいにこういう場面

があったんで、もうこれは断念しますというような答弁があってもしかるべきだと思いま

すし、今後きっちり取るためにここで不納欠損出すというのは、ちょっと理論的に違うと

思うんです。理解もしてくれていると思いますけれども、ここで簡単に引き下がると税務

課の人に申しわけないというか、税務課に取れ取れって、物すごい言葉悪いですけれども、

頑張れって、議員という立場からいうたら言えなくなくなりますので、ここは、ちょっと

それは厳しいような言い方するけれど、それだったらもう繰り返しますけれども、権利の

放棄というもんをきちんと議案として出して権利の放棄をしたらどうですか。それのほう

が、よっぽど、皆さん、職員の方も皆さんすっきりすると思いますけれども、いかがでし

ょうか。もう、最終的には皆さんの民主主義ですので、従いますけれども、私は、どう考

えても心情的には理解しかねます。 

○議長（鈴川基次君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） 田渕議員にお答えをいたします。 

 援用ということについてお話があったかと思うんですけれども、そのことについては先

日も申しましたとおり、行ったときに、お金、徴収くださいと、そのときにノーという返

事をもって援用ということで理解をしていたということです。それで、その方法について

は議員おっしゃるとおり、非常に十分なことではなかったのかなということも理解してお

ります。今後、この反省も踏まえて適切に対処していきたいなと考えております。また、
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権利の放棄ということのお話であったかと思います。ただ、そうなってきますと、児童の

名前というんですか、そういうのが公にもなってくるというようなそういう事態にもなっ

てきます。ですから、そこら辺はちょっと私といたしましては避けたいなというか、そう

いう気持ちもございますので、よろしくお願いいたしたいと思っています。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） いや、理解はします。しかし、そこで、今の課長のお話を聞いた

ら、その正確な、正式なお金ないわ払えない、これは、税務課なんか行ったら幾らでもあ

ることだと思います。それをもって援用とするのは、間違いやと思います。はっきり、そ

の場面がなかったら口頭でもできるというけれど、ないわというて、あっ、ほんだらもう

ないんやなって、これじゃ、余りにも、そこを言うているんですよ。それで、ここで、今

後のためにとか、きっちりしますと言いますけれど、課長がおっしゃるように、言うほう

が、私は、どうしても筋が通らんというか、もうくどいようで同じなんですけれど、どう

してもそっちのほうがきちっとせんというか。ほんで、名前が出てくるのでご勘弁をとい

いますけれども、本会議も秘密会議することができます。それで、ここら辺、ちょっと課

長にお伺いしますけれども、こういうときには名前を出さんと権利の放棄という、これは

プライバシー守るために、名前なしで権利放棄の議案というのは出せないんですか、はっ

きり。もし、出せるとしても正確に秘密会議ということを持つこと、それは、局長、議長

なりが判断することでしょうけれども、名前出してもそれを秘密会議ですることはできな

いことはないはずですから。生徒の名前を出すから、これは権利放棄できんねというのは、

理論的には、私、筋が通らないと思います。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） お答えいたします。 

 今回のこの第１３号議案を出すに当たって、その入居者の方の名前をそのまま出してい

いのかどうかということは、総務でも検討いたしました。全国的にこういう議案を提案し

ている例を見ますと、そのまま実名で出しているところもあれば、アスタリスクというん

ですか、そこを米印にして金額は書いているんだけれども名前は伏せているというふうな

議案の出し方をしているところもあるのは確かです。ただ、放棄についてはそういう出し

方もできるのかと思うんですけれども、それが、今度、一方、さっきもありましたように、

どうしてもこれをもう取るところまで裁判までいくんやという話になってきますと、裁判

起こす場合もまた議会議決が要るという、同じ第９６条の第１項の中にあります。裁判を

起こす場合に相手先の名前とかそういうところを伏せたままで議会議決にかけられるのか

どうかというのは、ちょっとそこは不勉強で、そこまでは確認はしていないところです。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） 議案第１３号やけれども、これ給食のこと言うてええんか。言いま
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す、関連やから、こっちの。 

 一つ、提案があるんですけれども、そんなに滞納、滞納で、もうこれ切ってしまうか、

もらえやんなというんだったら、前納制にしたらどうですか。前納制に、もうこれだけ多

くなってきたらすべきだと思うんですけれども、前もって払ってくれないと給食はだめで

すよと。今まで、昨日からのお話聞きますと、もう今度絶対とっていくんやと、こんなこ

とがないようにという気ならば、前納制にして、前の月に払ってもらわないと次の月の給

食はありませんよ、それしか、はっきりするのと違いますか。だから、前納制ということ

を提案したいと思います。どうお考えですか。 

○議長（鈴川基次君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） 髙野議員にお答えをいたします。 

 前納制については、近隣の市町でもやっているところはございます。それで、そのほう

にしたほうが完全に徴収するという、事前にお金もらうわけですから未納というのはなく

なってくるかと思いますので、一つの有効な方法であるかと考えますので、これからちょ

っとそのことを含めて考えたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 龍神議員。 

○５番（龍神初美君） ちょっと、髙野議員のと、じゃないんですけれども、田渕議員の

後という感じで思うんですけれども、この１，８７８，５３０円という金額なんですけれ

ども、これが１８年から２４年の部分ということなんですけれども、１８年から２４年の

この６年の間、同じ人というか、子どもさんが、件数で言うたら、その年数の区切りとい

うの、何でここへ出てきてあるのかなって、私、思ったんですよ。違う人も入っているん

かなって思ったんですよ。というのが、そのあと２年でまた２５年、２６年は残るわけで

すよね。この未済額の中の７６７，２７０円という中に、どれぐらいの給食の滞納部分が

というのもちょっと聞きたいんですけれども、その部分というんも、今度、２年経ってい

ったらこういうふうにまた援用ということをして落としていくのかなというの、一つです。

というのが、それでこの１８年から２４年までの人をばすっと落として、それが、みんな、

ある決まった件数の人で、もうその人しかないとここだけに出てくる人があったら、この

１年の具合で、ここは欠損というか落としてしまって、今度、その下のところだったらま

たあと１年あるという、この１８年だったら、８年か、９年ぐらい一生懸命みんな行って

くれていたのに、この２４年の人だったら、たった３年か、４年か、何かそんなんしか行

っていないわけですよね、普通の人が違えばですよ、払う人が。兄弟の子がいてて、同じ

１件でこの１８年から２４年の間に２人いているというような人だったら１件でええさか

いに、１８年もくれんさかいに２４年もくれんというのはちょっとよくわかるんやけれど、

２４年で仮にそこに１件違う家が出てきた場合、この１８年の人だったらずっと毎月催促

されてずっときてあんのに、２４年の人だったらこの３年、３年かな、２年かな、２年の

間だけしか催促されんとこうやって欠損されたら、その人は得というたら悪いけれども、
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余り、ああ、大したことなかったよって、それってちょっと１８年の人ともし別の人だっ

たらという話ですね。だから、この年数で切るというのは、その人も違う人あるんだった

らちょっと公平性に、私、欠けるかなというのが、ちょっと一つ思ったのと、ほんでもう

一つ、そのさっき言った７６７，２７０円という雑入のところの段、まだ未済額というの

があるんやけれど、それの中に給食費の滞納というのがどれぐらい入っているかというの

と、それもまた来年になったら、その今度２５年分をそのようにしていくのかというのと、

ちょっとその辺をお願いできますか。 

○議長（鈴川基次君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） お答えをいたします。 

 平成１８年から２４年の間に同じような人ばっかりなのかとか、そういうご質問やった

と思いますが、基本的に、詳しくは答えられないんですけれども、滞納される方は同じ家

の方が多いです。例えば、兄弟さんがおられたら、２人おられたらそれ順繰りになってい

くので、それ年ごとに区切って５５件ということで、この１件というのは、例えば平成２

２年にＡちゃんがあれば１件、それでそのＡちゃんが平成２３年度にまたあれば全２件み

たいな、そんな勘定であります。それで、あと２５年、２６年の未収、七十何万円ですか、

その分についてなんですけれども、先ほども申しましたが、取れるやつについてはもう厳

格に取っていくということで、今のところですが、その方らについては不納になるような

ことはもうないようになっていますというか、手続というか、徴収する段取りは、もうつ

いております。ですから、２５年以降については、未徴収というのは今のところないこと

になっています。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） もう、これで最後にしますけれど、今、総務政策課長のほうから、

そのいわゆる米印、アスタリスクというんですか、それで出しているところもあるという

話でした。それは、給食費の話です。課長も、私が何を言っているんかというんも理解し

てくれているようです。しかし、もうくどいのは最後にします。税務課がそういう働きを、

それを役目としてしている中で、片方ではここで言うように、そういう家庭ではないとい

うことまで答弁されている家庭が、結局、今まで援用を利用しなくて、今までずっと執行

の延期をしてきてあるんですよ、だから徴収に行ってあるんでしょう。ここで、すぱっと

同じように、権利放棄の議案、出せないんじゃないんですから、権利放棄出して同じよう

に処分したら、みんな、すっきりして勇気を持って税務課長が徴収に行けるんじゃないで

すか。僕、どう考えても、ここでこのままだらだらしていて悪質ですよ、より準要保護と

いう制度がある中で。それを、我々議員が許してしまって、さあ、税務課に徴収しなさい、

徴収率上げなさいよって、私、胸張って言えません。最終的には、これ最後にしますとい

うのは、やっぱり民主主義というのは守らないかんので、だけれど最終的に課長じゃなし

に教育長の判断で、一つ太っ腹なところで、ここはやっぱりこうすべきやという話で、一
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つ、最後の質問にしますので、私は、どう考えてもその思いが強いんでここでくどい質問

もさせてもらうんですけれども、一つご判断をお願いします。今まで延期してきているん

ですから。 

○議長（鈴川基次君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 権利放棄の件につきましてはさておきまして、昨日来から、課長

のほうからいろいろ答弁をさせていただいております。私、ここへ来まして２年になるわ

けなんですが、この２年間の間に、教育委員会の事務局、それぞれ課長も含めて担当者が、

毎月、家庭を訪問しながらという実態というのはつぶさに見ております。その中で、どう

だったといったら、だめでした、どうだった、だめでしたというふうな答え。また、家庭

によっては来るなと言うてお叱りを受けるというふうな家庭もないことはなく、幾つもあ

ったというふうな話も聞き及んでおります。 

 今回、こういうふうな形をとりましたのは、先ほど課長からもお話ありましたように、

とにかく法的にはこの２年以前のものについては手が出せないというふうな弁護士さんか

らのお話を伺いました。そんな中では、もうここへ手を出していくことができないと、こ

ちらから。向こうから持ってきてくれるものについては、いただくことはできても、こち

らからは手を出せないという、そういう法的な部分があるやに聞き及びました。そういう

意味から、じゃ、この２年間の分をまずきっちり徴収しようやないかということで、今回、

この２年間分については該当のご家庭の方に教育委員会に来ていただきまして、そしてそ

こでいわゆる返済計画というものも立ててもらいました。だから、月に幾らずつ今までた

まってある分を返済していきますと。ただし、この２年間分についての計画です。だから、

２５年、２６年度分についてはきっちり計画をそれぞれの家庭についてつくりまして、今

現在、徴収をしている最中でございます。時たま忘れる家庭も、当然あるわけなんですが、

こちらから電話をかけて、持ってきてくださいよというふうな形で、催促しながらいただ

いているというふうな結果でございます。だから、今後、この２年間分につきましてはき

ちんと徴収し、また２７年度、現在までにつきましては、４月からこれまでは完全に納め

ていただいているという実態もございます。そういう意味からは、ある程度、保護者に対

しては意識改革というんですか、意識付けというんですか、そういうあたりもできてきた

かなというふうなことも思っております。 

 だから、家庭によってはその支出の優先順位が随分違うんでしょうなというふうなこと

は薄々感じるわけなんですが、第１番目に置いている家庭と一番最後に置いている家庭と

で給食費というものの支払いの具合というのが変わってくるんかなというふうに思ってお

ります。今回、こういうふうな形で欠損処理をさせていただくということの意味といたし

ましては、私どもは、とにかくここで今までのものを一旦きちんとしようやないかと、こ

のまま置いといてももうずるずるいくばっかりで、むしろ増えてくる可能性もあると。そ

れじゃだめなので、とにかくここ数年間の間にゼロにしてしまうと、いわゆる徴収し切っ

てしまうというふうな、言葉悪いですが、そういうふうな考えを持って、今回、こういう
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形に出させていただいたということで、ご理解をいただけたら大変ありがたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 最後。はい、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） まだ、２回目やけれど、最後にします。最後と言いいながらする

んもおかしいんですけれどね。今、教育長が言うたことは、税務課がいつもしていること

じゃないんですか、滞納処理の中で。それで、税務課の場合は時効の援用は不要なんです。

でも、私債権である、ここに書いていますけれど、学校給食費、水道料金、公立病院の診

察料、公営住宅の家賃、住民に対する貸付金制度、これは正確に時効援用の要否を必要と

するんですよ。だから、くどい言うているんですよ。だから、そこまで努力されたんだっ

たら、きちんと権利放棄の何して、こういう努力して、もうここで次からは払いますので、

また次からこういう方法しますので、だから権利放棄をしますという議会議決するほうが

道義的にも筋が通るんじゃないんですか。そこのところ、どうも、結局、いや、もう時効

過ぎているんや、時効過ぎているというのは、何かこう考えてみたら、教育関係のほうだ

けがそんなことまかり通るんかい、それやったらほかの課もいろいろとノーというような

雰囲気にとれるんです。ここで、この差を我々が認めたら、税務課なんかやっていられま

せんよ。そうだから、くどく言っているんです。 

 もう、本当にこれで最後にします。それはそれで言うたら、もう意見の相違ということ

で、うちところはそこまで充実した行政が行われていないということで、私、認識します。

もう、ここで、そこまで努力したんだったら権利放棄きちんとしたらいいのに、心情的に

も理解しますというし、私の言うていることも理解してくると言っているんなら、本当に

そういう制度でやったらどうですか。 

○議長（鈴川基次君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 権利放棄につきましては、いろいろ考えもあろうかと思います。

田渕議員のおっしゃる意味もわからんではありません。十分理解はできるわけなんですけ

れども、権利放棄につきましては、いわゆる法的な部分ですべき部分としなくてもいい部

分とあるというふうなことも伺っております。そこらあたりで判断させていただきまして、

今回、権利放棄のこうした議題に上げなかったということでございます。ご理解をいただ

きたいと思います。 

○議長（鈴川基次君） ほかに質疑ありますか。碓井議員。 

○３番（碓井啓介君） ちょっと、お尋ねしたいんですけれども、議案第１３号について

なんですけれども、これ権利放棄する金額とその時期というのか、２５年１０月から２７

年３月ということで、この亡くなった後ですよね、２５年に亡くなっているんですよね。

２５年に亡くなって、２７年３月までの荷物を置いて占有していたということに対しての

これ家賃の分なんですよね。それと、ここの大浜団地Ａ棟ですか、ここって、もう、今、

入居者の新たな募集はしていないんですか。しているにもかかわらず荷物を置いていたの
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か、していないから置いていた、余り積極的ではなかったのか、この２点と、それともう

一つ裁判云々かんぬんという話、ちょこちょこ出てくるんですけれども、裁判所へ行った

ら６００千円までの少額訴訟というのがあるんですよ、皆さん、ご存じだとは思うんです

けれども、民法上の民事上のことなのであれなんですけれども、６００千円以下の少額訴

訟ということで、訴訟費用がそれ以上かかるようになったら民事訴訟なんか誰も起こしま

せん。ですから、もっと少ない金額でできると思う。ですから、給食のほうが２年で法的

な時効があるというんなら、ある程度の期間過ぎた後に、こういう少額訴訟起こしますよ、

これ起こしてもいいんですかというぐらいの、脅しじゃないんですけれども、何かそうい

う縛りがなかったら、払う人は払う、取れるところからは取る、でも取れんところから取

らんというんだったら、ちょっと、平等でないと、皆さん、平等でないんではないかと思

うんで、この３点。もし、その少額訴訟、ちゃんとあれだったら一遍ちょっと研究してい

ただきたい、行政からそういうことができるんかどうか。民間では、できます。でも、行

政からできるんかどうか、この辺、ちょっと研究していただきたいなと、この３点、お願

いします。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 今回、権利放棄の分ですけれども、亡くなったときからこ

の２６年度末まで、２７年３月までの家賃ということです。この方、実は生活保護を受け

られている方でしたんで、亡くなるまでは住宅家賃はそちらから出ておりましたので、滞

納はなかったということです。それで、亡くなられてから２６年度決算締めるまでの間、

荷物も残っているということで何とかそのお孫さんにこの荷物の撤去と、それと残ってい

る分のお支払いをいただけないかということを、いろいろ考えました。実際のところ、裁

判をしようかなというのも検討したことがあります。そのときの話として、やっぱり弁護

士さんに、これだけ関係者がどこにいるかわからないというような状況のお宅なので、そ

れなりにそういう調査をした上で弁護士費用ということでいくと最低でも七、八十万円と

いうような話を聞いたわけです。それでも見つからなくて、裁判所へ呼び出し来ての通知

を届くか届かないかわからないんですが、通知を全関係者に送った上で、誰も来なければ

もうその処分について了解したものとみなすというふうなそういう判決がいただけるとい

うことらしいんです。ただ、そこまで持っていくにも、かなり、今言うように、弁護士費

用とか、相当要るなという判断のもとで、そういう訴訟議案を出そうかなというのは去年

も何度か検討したこともあるんですけれども、未納額に対して訴訟費用のほうがかなり高

いと、それに見合うだけのものがなるんかという判断の中で、ちょっと訴訟までというこ

とはしなかったわけです。それと、大浜団地の新規募集なんですが、大浜団地も一番最初

の棟になりますと、４６年ぐらい経ってきます。途中で、一度、耐震診断はしたとはいえ、

このままでいいんかなという思いはずっとあるわけです。それで、あの場所に建て替えと

いうのはちょっともう当然考えられないという中で、ちょっとその方向性をきちっと見定

めるまでは、一旦、新規の募集をちょっと止めようやないかということで、今、新規募集
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はしないというか、止めています。そんな中で、今、慌ててこの亡くなった方の荷物を放

り出すといったらちょっと言い方悪いですけれども、急いで出す必要も、急に迫られたも

のもないということで、そのままになっているということでございます。 

 それと、簡易裁判所への少額訴訟というのは役場でもあり得るというのは、御坊の裁判

所へ行って私も聞いてきました。それで、それはそれなんですが、やはりそこでもどうし

ても払えないということになるとやっぱり裁判になるということで、裁判起こすことにつ

いては、さっきもありましたように、議会の議決が要ります。それで、少額訴訟、この人

に対して給食代、家賃、何万円をもらうのに町で裁判起こしますよという議決をその都度

その都度もらいながらというやり方はどうなんかなという部分もありまして、そういう制

度があるというのは聞いてはおるんですけれども、なかなかそこまで踏み込めていないと

いうのが現状です。それで、税金とかと一番違うところが、税の場合、差し押さえだった

りという、水道だったら水道止めますよという伝家の宝刀があるわけなんですけれども、

どうしても住宅とかの場合だと、住宅の場合は出てくださいというのがあるんですけれど

も、それを勝ち取るためにはまずやっぱり裁判を起こして判決をもらわんと、預金の差し

押さえとか、そういうところまでできないというふうな仕組みになっておりますので、そ

こがなかなか難しいところなんではないかなということでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 碓井議員。 

○３番（碓井啓介君） よく、わかりました。 

 今、もう既に募集していない、新しく人を入れない状態のところで荷物が置かれてあっ

たというだけのことなので、手続上は大事なことなんですけれども、実質、損益が出るか

出やんかということに関してはそんなに大したことではないかなというふうに思います。

それと、住んでいる方に対して、この住宅に対しての少額訴訟どうのこうのも、もちろん

そうなんですけれども、給食費のほう、もう悪く考えたら、３人子どもおって、１人目の

ときに何も知らんかって、５年も、６年もかかって、これで払わんでええんやとなったら

２人目、３人目は２年経ったらもう払わんでええやんというような、そういうことを考え

ている人がないとも限らないんで、ですからやっぱりその辺はちょっと、龍神議員もおっ

しゃったように、年の長い短いというのは、そういうところが出てくるんかなとは思うん

ですけれども。 

 その辺をもうちょっと考えていただいて、給食費のほう、頑張ってくれているというの

は、今後のは計画を立てていただいているということで十分やっていけるとは思うんです

が、もしその返済計画どおりにいかなかった場合にはこれぐらいのことはしますよという

のは、やっぱりどこか心に持って当たっていただかんと不公平が出るんではないかなと思

うんで、私のほうからは、質問というか、その要望させていただいて終わります。 

○議長（鈴川基次君） 繁田議員。 

○２番（繁田拓治君） 昨日から、いろいろこの件についてストップをしたような状態で



平成２７年美浜町議会第３回定例会（第５日） 

 

 

 
182 

ありますけれども、この質問、大変いい質問であったように感じます。というのは、我々、

議員ですので、町の行政に対していろいろチェックをするのが我々の役目ですので、いい

チェックができたと思っております。そして、それはそれとして、私も、学校現場でお世

話になった関係から、この子どもの今の給食費等について、今、出ておりますけれども、

この権利放棄についての文章、住宅の場合はここ名前書いてこう出ておりますが、この給

食の場合、子どもが支払うわけではありませんし、保護者が支払う。そこで、いろいろこ

ういう法的にはそれで出さなくていいという教育長の、今、話にありましたけれども、こ

ういうのをもし出すとなれば、学校の中でいじめであるとか、不登校であるとか、いろん

な問題に波及してこようかと思われますので、秘密会議にしたとしてもそういうのが漏れ

たりもしますので、できるだけ避けられたほうがいいなと、そういう気持ちで聞いており

ました。 

 それで、髙野議員から出てきました前金取ったら、前納制にしたらどうなというこの問

題でありますけれども、これも、私も現場でおって、できたらそれは避けたほうがいいと

思います。でも、仕方なくそれをやっておるというのは、やっぱり集金に行く者が物すご

い困るわけなんです。それで、給食費だけやなくて準要保護の何もあるやないかといいま

すけれども、学校に要る金というのはいろんなお金が必要になってきます、入学から始ま

って卒業まで。ですから、それを、集金をするわけですけれども、それは担任がほとんど

します。給食の場合は振り込みになってきますので、また別問題になってくると思います

けれども。これ、担任が集金をするということになりますと、物すごう負担が大きいんで

す。私も、現場でおるときには、毎日２人、３人の家庭の家を家庭訪問してお金をもらい

にいくわけなんです。特に、生活保護なんかを受けられている家庭やったら、月の初めの

４日とか、５日ぐらいにお金がおりてきますから、それからいただかなくてはいけません

から、その前もっていろいろと何回も行って話をして、それをしておるんです。いろんな

教材のお金なんかも、もし必要になって使って回収ができなかったら、これ担任がほとん

ど、ほかにいろいろ聞いたことはありませんけれども、私なんかは、もう自分で自腹を切

って払わんといかんのです。なかなか取るところはないですしね。ですから、業者に言う

てその分を、３０人あったら２５ぐらい注文しておいて、あと残り、業者に持ってもらう

とか、集金できたら支払うとか、そういう方法をとってきた。それで、体操服とか、いろ

んな楽器とか、いろいろ買うんです。その前に、それで金額大きくなりますと、もう先に

担任が金をもらっておいてそれで買って与えるとか、それ回収できなんだら困りますから

ね。そういう現実、学校現場にあろうと思いますので。昨日も、教育長に給食費前納制に

したらどうやといって話はしたんですけれども、できたらせんほうがええなと思いもって

話したんですけれども、給食費というのは別問題でありますので、もし今までの状態が続

くようであれば、それ前納制にしたらいいと思います。どうしても、今はもうほとんどな

いと言いますけれども、これ出てきますよ、必ず。ですから、そういう保護者の意見も十

分聞きながらだと思いますけれども、そういうような方法をとられたらと思います。そう



平成２７年美浜町議会第３回定例会（第５日） 

 

 

 
183 

いう気持ちで聞いておりました。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 答弁、求めますね。いいか。 

○２番（繁田拓治君） いい。 

○議長（鈴川基次君） はい。 

 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（鈴川基次君） 挙手多数です。したがって、議案第１３号 権利の放棄について

は原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 再開は１０時２５分とします。 

午前十時十五分休憩 

   ―――・――― 

午前十時二十五分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま町長から、認定第８号 平成２６年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定につい

てが提出されました。お手元に配付のとおりです。これを日程に追加し、議題にしたいと

思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、認定第８号 平成２６年度美

浜町一般会計歳入歳出決算認定についてを日程に追加し、議題とすることに決定しました。 

 追加日程第４ 認定第８号 平成２６年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定についてを

議題とします。 

 本件について提案理由説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） 提案理由を申し上げます。 

 認定第８号は、平成２６年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定について、地方自治法第

２３３条第３項の規定により、監査委員の意見をつけて認定をお願いするものでございま

す。本件につきましては、認定第１号として提案していましたが、不納欠損処理の一部に

必要な議会議決を経ていない部分があり、先ほど議案第１３号として不納欠損とするため

の債権放棄の議決をいただきましたので、改めて認定第８号として提案するものでござい
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ます。何とぞよろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（鈴川基次君） 一般会計歳入歳出決算の細部説明及び質疑につきましては、ペー

ジ範囲を指定して行いたいと思います。 

 お諮りします。 

 本件の歳入、第１款町税から第２０款町債までは、昨日の認定第１号 平成２６年度美

浜町一般会計歳入歳出決算認定についてと同じ内容です。よって、細部説明は省略したい

と思います。ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 

○議長（鈴川基次君） 異議なしと認めます。したがって、歳入の第１款町税から第２０

款町債までは細部説明を省略します。決算書の９ページから４４ページまでです。 

 これから質疑を行います。質疑の範囲は、昨日に引き続き第１３款国庫支出金から第

２０款町債までです。決算書の２１ページから４４ページまでです。北村議員。 

○４番（北村龍二君） 先ほど第１３号のお話がずっと続きましたので、給食費のことで

ちょっとぶり返して申しわけないですけれども、言う場面かどうか迷いましたんでちょっ

と言わんかったんですけれども。私、思うには、もうやっぱりそれ権利の放棄も、田渕議

員のおっしゃっているように、もちろん大事なんですけれども、これ、取り立てるってい

ったらあかんな、お金徴収させていただく方法として、例えば少額になるかもわかりませ

んけれども、内容証明とか、自分たち、執行部の方たちが行かれてお話しされるというの

もなかなか限界もあるでしょうし、それこそ玄関払いじゃないですけれども、される場合

もあるんであれば、内容証明とか、そういうちょっときつ目の相手さんがちょっとびびる

ような感覚、言い方悪いですけれども、ちょっとびっくりするような感覚のほうが効くん

じゃないかと思うんですよね。来たからまた返したらええわという感覚より、出廷とまで

いきませんけれど、督促とか、そういう呼び出しとか、そういう形をとったほうが、私も、

ちょっと実はある同じ小学生を持つ母親にも言われているんですけれども、その給食払わ

ん得というのが、お二人ほど聞いたんですけれども、すごいもう気悪いと。このままこれ

が２年間の分はなくなるとというお話になれば、今後も１００％に近いぐらい、多分、出

てくると思うんですよ、払われない方というのは。ですもんで、ちょっと一回その辺の徴

収の仕方を、督促の仕方をもう根本から一度変えてみてはどうでしょうか。やはり、これ

が公表して２年経てばもう時効になるみたいなことをあちこちに知れ渡ると、そういう方

も必ずというたら悪いですけれども、おられると思うんですよ、実際。だから、そういう

のも含めまして、いや、美浜町はもう今後はこうやと、内容証明でも送ってくるでと、少

量の金額でもというのも一つやと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（鈴川基次君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） 北村議員にお答えいたします。 

 先ほど内容証明等々のお話がございましたけれども、平成２７年４月から、システムと

いうことでいきますと、北村議員おっしゃったようなことは、もう行っております。それ
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で、払っていただかない方にはまず督促状、それでもだめならば催促、それでもだめなら

ば、先ほど教育長申しましたが、納付の誓約。それでも払っていただかない場合について

は、法的措置というか、具体的には裁判所へ通告していくよという感じでやっております。

ですから、今の段階では、支払いの計画を教育委員会へ来てもらってつくってもらうとい

うそこまでで全てが止まっているというか、それを書いていただいて粛々と払っていただ

いているというか、そういう状況になっております。ですから、内容証明等々のことにつ

いては、２７年４月からは行っているということでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 北村議員。 

○４番（北村龍二君） よく、わかりました。 

 とにかく、もちろん民間じゃないんであれなんですけれども、民間では通用せえへんよ

うなそういう公共のものというのは、督促というのはばんばんくるのは存じ上げているん

ですけれども、より厳しく取っていけるような形を、何か方法をつくっていただきたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） それでは、次に歳出について第１款議会費から第２款総務費につ

いて細部説明を求めます。決算書の４５ページから７６ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

 ４５ページから７６ページまでの議会費、総務費からご説明申し上げます。 

 ４５ページの議会費の歳出総額は６９，４３４千円で、議員報酬、議員期末手当、職員

の人件費や議会運営に関する諸費用でございます。前年度と比較して１．９８％の減少、

歳出総額に占める割合は１．９３％でございます。 

 ４５ページ下段からの総務費の歳出合計額は７億５２，８４２千円、前年度と比較して

７．０７％の減少、歳出総額に占める割合は２０．８８％でございます。 

 総務管理費の歳出合計額は６億６７，２４２千円で、その内訳として一般管理費１億

９７，２８８千円は、特別職の人件費、総務政策課、防災企画課、出納室の一般職員の人

件費、再任用職員の人件費、庁舎の光熱水費、電話料、宿直業務委託料などの一般管理経

費でございます。電気代の値上げによる光熱水費が増加してございます。 

 ５１ページ、文書広報費９，１４９千円は、例規集の追録費用や広報発行費用などでご

ざいます。本年度は、特に行政手続法の改正及びマイナンバー関連法に伴う条例改正支援

業務委託費が皆増となってございます。 

 財産管理費は１０，８５５千円で、主に庁舎や各地区集会場の管理に要する費用でござ

います。本年度は、特に庁舎の空調設備の故障、消防非常警報装置の不具合、屋上高架水

槽の不具合等が相次ぎ、修繕費が大幅に増加してございます。 

 ５３ページ、企画費は１，５２８千円で、６０周年記念事業の印刷費などでございます。 

 青少年対策費は３，６７０千円で、広域青少年補導センターなどの負担金やドルフィン
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スイム教室、スキー体験スクールなどの活動補助でございます。 

 ５５ページの公害対策費は１，７５４千円で、関西電力御坊発電所と太陽化学美浜工場

の排水調査など、西川、和田川の水質検査、底質分析、地球温暖化対策実行計画の分析業

務と、本年度は美浜町温暖化防止アクションプランⅢを策定した費用でございます。 

 交通安全対策費の歳出額は２，０１３千円で、主に交通指導員の報酬や活動経費、カー

ブミラーの設置及び修繕、チャイルドシート助成金などの経費でございます。 

 ５７ページの電子計算費は１億３２，９０３千円で、前年度に引き続き基幹系電算シス

テムの構築料、パッケージ使用料やシステム保守料などの経費でございますが、平成２７

年１０月から導入されるマイナンバー制度に対応するため、現在の基幹系システムのリー

ス期間の満了を待たずに県内６市町での共同クラウドシステムへの参加を前倒ししたため、

４６，３４１千円の増額となってございます。共同クラウドシステム導入費のうち、マイ

ナンバーの使用が固まらないために１１，８０１千円は翌年度へ繰り越ししてございます。 

 地籍調査事業費は２８，０４３千円で、本年度は三尾地区の西側、日高町との境の部分

の調査を実施いたしました。その調査測量などに要した経費でございます。 

 ５９ページ、諸費の歳出額は２５，９５０千円で、主なものは負担金として御坊広域行

政事務組合、各地区への助成金、コミュニティー助成事業などがございます。また、生活

交通路線維持費補助金２，０００千円は、三尾地区への日ノ岬公園線の維持確保を図るた

め、御坊南海バス株式会社への補助金でございます。償還金利子及び割引料については、

精算などによる補助金の返還分でございます。 

 ６１ページの臨時福祉給付金費は、本年度の新しい制度でございまして、消費税が８％

に引き上げられたことによる低所得者への支援という意味合いで給付されたものでござい

ます。 

 財政調整基金費２億２６，０７６千円は、利子積立金とともに財政調整基金へ２億

２３，０００千円の積み立てを行っています。 

 ふるさと基金費１３７千円、高齢者福祉基金費２８６千円、減債基金費１４６千円は、

いずれも預金利子の積み立てでございます。 

 ６３ページの地方創生事業費は、全額、平成２７年度へ繰り越ししてございます。 

 次に、町税費の歳出合計額は５０，０７０千円でございます。 

 その内訳として、税務総務費は４４，８２４千円で、主なものは職員の人件費や各種協

議会への負担金でございます。 

 ６５ページ、賦課徴収費は５，２４６千円です。固定資産評価業務など、賦課徴収事務

に要する経費などがございます。 

 ６５ページ下段からの戸籍住民基本台帳費の歳出合計額は１６，７４３千円で、職員の

人件費と電算システムの保守料など、住基・戸籍事務に関する経費でございます。 

 ６７ページの選挙費の歳出合計額は１７，６６５千円で、本年度は町長・町議会議員選

挙をはじめ、県知事選挙、衆議院選挙などに要する経費でございます。 
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 ７５ページ、統計調査費８４９千円は、学校基本調査、工業統計、農業センサス、経済

センサスなどに係る調査員報酬費などの統計調査などに要した経費でございます。 

 監査委員費２７３千円は、例月出納検査、決算監査などに要した経費でございます。 

 以上で、４５ページから７６ページまでの議会費、総務費の説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。髙野議員。 

○７番（髙野正君） ７番。 

 ５２ページ、使用料及び賃借料、ここには０５．１４へ流用ということよりも、その前

に０１．１２から流用、役務費、前のページから、１４１，１０１円を持ってきておりま

すが、中身を見ますと、駐車場使用料、年間そう変動ありませんね、年間通じて同じだと

思うんですが、化学雑巾借り上げ料、これもほぼ一定でしょう。複写機使用料、コピーの

枚数によって若干違うはずです。ところが、どこかから隣のページの０５．１４へ流用し

たのが４１３，０５３円、賃借料に流用していますね。これ、ほぼこんなの決まりの金額

で足りなくなる、４１３千円と、こんな足りなくなるって、有料道路通行料金がいきなり

どこかに出張で高くなったんか、ここへ４１３千円持ってきたということは、これ一体何

が足りなかったんですか。 

 それで、次に持ってきたところから見ます。持っていったところやね。へ１４へ流用し

たと。流用したところが、使用料及び賃借料、次のページですね。あっちからもこっちか

らも２カ所から流用しています。機械借り上げ料６２，６４０円、これがそのまま１２か

ら流用したところ使っていますが、あと新浜集会場借地料、職員駐車場借地料、浜ノ瀬公

民館借地料、こんなの前から決まっているん違いますか。決まっている予算組んでおいて、

足りないんですか。これがおかしいって、ずっと以前から指摘していたんですよ。こうい

うようなはっきりした数字なのにですよ。変動する数字ではないにもかかわらず、こうい

うところへまた足らんから足らんからで持ってきている。こんなの、借地料なんて、きっ

ちり年間通じてわかるでしょう。だから、そういうことをしているから、その前のページ

も、持ってきたのが１４１千円やけれども、出したのが、よそへ持っていったのが４１０

千円って、一体これどうやったらこんなになるんですかね。わかるように説明してくださ

い。 

○議長（鈴川基次君） しばらく休憩します。 

 再開は１１時ジャストとします。 

午前十時四十六分休憩 

   ―――・――― 

午前十一時〇〇分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 貴重なお時間を、申しわけございませんでした。 

 ５４ページの財産管理費の１４節使用料のところですけれども、そこにあります新浜集
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会場借地料１３３，１１８円と浜ノ瀬住民会館借地料２７９，９３５円、この２つを足す

とちょうど一般管理費から流用してこちらへ持ってきた４１３，０５３円になるかと思い

ます。それで、ここの考え方なんですけれども、当初この２つの集会場の借地料、国有地

ですので、財務事務所へ支払う借地料なんですが、これを一般管理費のほうの使用料で当

初予算では計上しておりました。 

 ただ、４月に入って、それぞれ財務事務所から請求書が送られてきた中で、当初予算計

上は一般管理費であるけれども、やはりこれは支出項目としては財産管理費のほうが適当

ではないかという中でそういう協議をいたしまして、もともと一般管理費のほうでとって

いた分を財産管理費のほうへ流用というか、振り替えたという経緯がございます。それ

で、振り替えた後に、今度はその振り替えたもとの一般管理費のほうの使用料が最終的

に不足が生じてきて、それで他からまた流用して補ってもらわないと足らなくなったと、

１４１，１０１円を流用してこないと足りなくなってしまったというような結果になって

しまいまして、流用したほうが、また他から流用しないと足らなくなったという、ちょっ

とまことにみっともない話になってしまったんですけれども、そういう事情があったとい

うことでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） 意見言うたら怒られるんやけれども、ほんまにみっともない話で、

他から流用したところ、へ流用というようなところはお聞きいたしますので、自分が担当

課のところは、今のうちにお調べいただいておいてほしいと思いますので、それだけでご

ざいます。結構でございます。 

○議長（鈴川基次君） ほかにありませんか。それでは、いいですか。 

 田渕議員、あるのか。はい、どうぞ。 

○９番（田渕勝平君） 総務関係の費用のところでお聞きするべきだと思うので、ちょっ

とだけ、ごめんなさい、私、勘違いしてあったので悪かった。 

 町長の所信表明というものが、４年に一回ございます。ほんで、今のこの決算議会でや

っているのは、平成２６年度ということは町長の当初の所信表明の集大成がこの決算であ

ったということなんで、総務関係のことについてお伺いしたいと思います。町長は、当初、

住民参画型の町政ということを目標にされて、ほんで住民との懇談会というのを開催して

おります。この４年間やった結果、いろいろと努力もされたと。結果として、昨年度で

４会場で７９名。ほんで、今後、開催時期や開催回数を検討し、目的というのは参加人数

を増やしたいというのがこの４年間の集大成でございました。そこら辺ですけれども、具

体的に今後どういった方針でやって、結局、２７年度が、今、スタートしているわけなん

で、もうそこら辺はきちんとした目標なり、人数、また手法というもんも現実に動いてな

けりゃいかんと。そういうことで、今は決算の認定なんで、この４年間の集大成である２

７年度の中で参加人数を何人に増やしたいか、どういう方法でやっていきたいかというこ
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とを、もうでき上がっていると思いますので、この反省も含めてお伺いします。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 おっしゃるとおり、私、１期目ということで、住民とともにというか、住民参画という

ことでさせていただきました。そして、こういった形の町政懇談会ということで、３回と

か、また２回とか、４回とか、そういった形でさせていただいたように認識してございま

す。ただ、だんだん人数が少なくなってきているというふうな状況の中で、どうしたらい

いかなということも、実を言いますと悩んでいるような状況でございます。今までは１１

月というような形でさせていただいたんですけれども、月日の関係もあろうかと思います。

だから、今後ですけれども、例えば和田、松原、三尾というような形で３会場でするので

はなくて、１つの会場でするのも方法だと思いますし、もっともっときめ細かくしていく

のも方法だと思います。それで、今時点で田渕議員はどういった方向ですかというような

ご質問であったかと思いますけれども、その辺の細部につきましては、まだきちっと決ま

っていないのが現状でございます。ただ、私の気持ちといたしまして、こういった懇談会

もそうでございますし、いろんな形で多くの方のお話を聞く中で町行政ということを、も

ちろん、議会、議員の方々のいろんな形のご提言も頂戴しながらということでございます

が、現時点で言えば、田渕議員、まだ確固たるというか、その辺のことは決まっていない

という状況でございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 町長のご答弁、基本的には理解させてもらいます。 

 議会のほうも、まだ町長の行政懇談会よりも少ない人数であえいでおりましたけれども、

当鈴川議長になりまして、２会場に分けてといろいろな工夫したときには急に人も増えて、

以前、継続は力なりですけれども、住民の方とのお話し合いの内容も随分と接近した話し

合いにできると思いますので、その意味については頑張っていただきたいな、いろいろ工

夫していただきたいなということで応援もさせてもらいます。ただ、一つ最後に、そのこ

とで大体何人ぐらい、これ大体、僕、おおよそ自分の考えを持っているんです。生涯学習

で東京の八潮市のほうへ行ったときに、生涯学習で日本で一番進んでいるところが、要す

るに何だと、ど忘れした。とにかく、出前講座発祥の地、そこで大体年間で何万と言いな

がら３，０００人、４，０００人ぐらいの方が出前講座に参加している、意外と少ないな

と思ったんです。だから、住民の何％とかということは、私、望みません。すみません、

日本で一番生涯学習、掛川市、ど忘れしまして。掛川市へ行った後、八潮市へ寄せてもら

って、そのときに、まだ掛川市のほうがいろんなこういう住民との交流は盛んにやってい

るなという感じも受けました。そこでですけれども、参加人数というのは、それは住民の

何％は無理というのはよくわかっております。でも、町長のつもりでは、１年やって何人

ぐらい来てほしいなという目標を持っておられるのか、そこら辺、もう一度お願いします。 
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○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 昨年もそうだったんですけれども、初めは三尾を皮切りにという

ことでさせていただきました。三尾のほうは、公民館を使わさせていただいてしたんです

けれども、ちょっと人数はきちっとここでは把握は、把握って、下ではしておるんですけ

れども、ここでは申し上げられませんが、ちょっと手元に資料がございませんが、私の記

憶では、空席があったように記憶してございます。三尾の公民館というところでございま

すから、やはり３０人、４０人は十二分に入ろうかと思います。それと、地域福祉センタ

ーということで言えば、数百人が入るような会場でございますので、できれば地域福祉セ

ンターで言えば、やはり数百人というんですか、その辺は来ていただきたいなというのが

私の希望でありまして、それと松原地区公民館ということでもさせていただきました。こ

れに関しましたらば、やはり夜ということもございます。また、お足元というか、ご高齢

の方もおられます。階段が上り下りもちょっと大変ですよというようなお話も聞く中で、

それで会場の関係もあろうかと思いますけれども、その辺も含めて今後とも考えたいと思

います。田渕議員がおっしゃった人数ということでございますが、例えば地域福祉センタ

ーでしたら、やはり１００人以上は来ていただきたいな、そして分館というんですか、公

民館等々に関しましたらば、例えば三尾云々とかでしたら３０人以上、そして中央公民館

でしたら２階ということでございますが、三尾の分館と比べたら広うございます。そうい

った形の人数を来ていただけるような方向というんか、その辺のことも、今後とも検討し

てまいりたいなと、このように思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 同じ総務関係で防災企画課に関するこの町長の所信表明に対する

もので、人口対策というのも上げておられました。しかし、４年間、何した結果、本当に

昨日の国勢調査の話じゃないけれど、おおよそ５年間の間に５００人ぐらい減少している

んやないんかなというようなお話で、町長が、当初こんなことを書いていますよ。平成２

２年国勢調査で辛うじて８，０００人台を確保する８，０７７人でした。過去３回の国勢

調査を見てみますと、という、ずっとあって、美浜町だけじゃない。それで、美浜町のよ

うな地方自治体にとりまして人口減少は重要な危機とも言える事柄であります。幾ら自然

がすばらしく環境のよいまちといえども、人が住んでくれないまちは何もできません。人

口、町政の大きなバロメーターだと思います、ということで、非常に認識しておられるこ

とは理解します。そこで、４年間の評価ですけれども、各種政策に取り組んでいるが、

年々、人口が減少している状態にあると。それから、今後の課題です。住環境の整備、防

災・減災対策、各種補助制度、地場産業の活性化等、複合政策により町外への人口の流出

を防ぐとともに人口の流入を確保を目指しますと書いています。結局、４年間やって減少

したと、結論から言えば。そこで、人口の流入を図り人口の流出を抑える、こうこの４年

間の町長の１期目の判断でございます。具体的に、今、取り組んでいる地方創生の話と全
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く同じような意味を持つ話ですけれども、ちょっと余談な話させてもらって悪いけれども、

合計特殊出生率２．１というのは、多分、無理だと、私、判断しました。でも、人口の流

入を図る、流出を図るということは、まだこれに比べたら打つ手があるのかな、そう考え

ております。ここら辺に対する町長の見解というもんを、流入、流出という関係でどんな

に考えておられるんか。この４年間を過ごして、次のこの当初にも臨むに当たってどんな

に考えておられるのか、そこら辺のお考えをお示しいただきたいと思います。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。田渕議員にお答えいたします。 

 おっしゃるとおり、人口、地方創生ということで、先般も、私自身、ご答弁もさせてい

ただきました。やはり、大きな柱といえば、人口の増減だと私も認識してございますとい

うことでご答弁させていただきました。そして、また特殊出生率、これにつきまして田渕

議員は２．１、これはなかなかというか難しいよというような形でお話もあったかと思い

ます。だから、私自身はそれもお答えさせていただいたのは、アンケート調査によりまし

て２．１以上があった、そしてこういった形の中で担当課とも話して最終的に私は２．１

ということでさせていただいた、そしていろんな統計とかも含めた中でさせていただいた

次第でございます。そして、今、田渕議員がおっしゃった社会増減、流入流出ということ

でございますが、自然増減とともにやはり社会増減ということも、大きな、私は、人口の

柱だと考えております。そして、今、田渕議員がおっしゃったその人口増減の社会増減と

いうことでございますが、出るのをいかに抑えるかということでございますが、基本的に

はやはりその職場というんですか、働くところとか、そしてそこで過ごしやすいところと

か、そういったケースが随分この社会増減には関連がしてくるのではなかろうかなと思っ

ております。だから、ここで例えば成人でもそう、社会人でもそうですけれども、ここで

おって、そしてここでそれなりに働くところができますよということで言えば、なかなか

流出は少ないのではなかろうかなと思います。そして、逆に、流入ということでございま

すが、この美浜が最高ですと、すばらしいですよという形の中で、それこそホームページ

等々もそうだと思いますけれども、いろんな形でお声がけをしながら、Ｉターンとか、都

会からの来られ方を図っていく、この辺は、田渕議員がおっしゃるとおり、私も、一つの

方策ではなかろうかと思ってございます。だから、先般もあれですけれども、一つの契機

というんですか、きっかけというんですか、それも含めた中で、今回１１月でございます

が婚活という形もさせていただきます。これが、あくまでもそれが全部じゃなくて、これ

は一つ起爆剤というんですか、そういった形の中で、私も認識でしてございます。やはり、

多くの方がこっちへ来ていただいて、そこで住んでいただくということになれば社会増に

もなろうかと思い、流入ということを目指してやっていきたいなと思いますとともに、自

然増減でもそうでございますが、今は少産多死というんですか、少なく子どもを産んで多

くの方がお亡くなりになるというような現状もございます。だから、そういった少産とい

うことの中で言えば、前回も、私自身、お話もさせていただきました、ご夫婦でもし望む
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ものであるならばもうお一人産んでいただく、それがための町としてできるだけの援助も

させていただく、そういったことも含めた中で、社会増減、そして自然増減というような

形の中で取り組んでまいりました。また、これからもそのつもりでございますが、なかな

かやはり社会情勢の中で難しいのも現実でございますが、ただ難しい難しいと言っておっ

ても、なかなかというか、全く前へ進めませんので、その辺も含めた中で今後とも取り組

んでまいります。また、田渕議員もいろんな形でご提言等々もいただけたらなと、このよ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） こういうもんはこういう議論の場ではふさわしくないか、なかな

か審議というのは深まるもんで、一般質問とか、また別の懇談会のような性格のところで

議論する性格のものだと思います。それで、答弁は結構ですけれども、町長はこの４年間

の反省として複合政策による町外への流出防止とか、流入の確保を目指しますということ

をテーマとされております。あと、ここでなぜこの発言をするかというと、地方創生の仕

事というのはほんまに大変やなということは、僕も認識しておるつもりです。ここでやる

ものを地方創生の中で本当に生かせているんか、生かせていないかということを、私は、

きちんと見ておりますので、そのつもりで、地方創生のほうのこの複合政策によりこれを

達成するというのはここでも書いているんですから、このことは、私、注意して見ており

ますので、そこら辺、心がけておいていただきたいということ、お願いというか、私のほ

うからここできちっと宣言しておきますので、ご理解いただきたいと思います。ご答弁は、

なかったら結構でございます。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。ありがとうございます。 

 複合的な形で取り組んでまいります。また、田渕議員、いろんな形でご提言等々、よろ

しくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ほかに質疑ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） それでは、しばらく休憩します。 

 再開は午後１時３０分とします。 

午前十一時十八分休憩 

   ―――・――― 

午後一時三〇分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 次に、第３款民生費について細部説明を求めます。 

 決算書の７５ページから９０ページまでです。総務政策課長。 
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○総務政策課長（福島教君） 説明に先立ちまして、今朝ほどお配りいたしました決算書

のことでございます。先にお配りしている決算書とどこが違うのかということなんでござ

いますけれども、数字的には全く変わりはございません。ただ、１点、８ページの提出の

日付、ここが、今朝からもありましたように、一旦、提案を取り下げして再度ご提案申し

上げたということもあります。当初お配りしたものが９月８日の日付になっていたかと思

いますが、ここが９月１６日付の日付に変わってございます。数字的には変わりなしとい

うことなんでございますが、意味合いとしては、不納欠損について一部について議会議決

を経た上での不納欠損の決算書ということで、そういう意味では意味合いとしては違って

くるわけですが、数字的にはその８ページの日付だけが異なるということで、ご了解いた

だきたいと思います。 

 では、７５ページから９０ページまでの民生費についてご説明申し上げます。 

 ７５ページの民生費の歳出合計額は８億７７，１２８千円で、前年度と比較して２．８０％

の増加、歳出総額に占める割合は２４．３３％でございます。 

 社会福祉費の歳出合計額は６億４０，９８６千円で、その内訳として社会福祉総務費の

歳出額１億１５，１８２千円は国民健康保険特別会計への繰出金及び社会福祉事務の人件

費などが主なものでございます。 

 ７７ページ、国民年金費の歳出額は８，７０８千円で、国民年金業務に要する人件費な

どでございます。 

 老人福祉費の歳出額は３億１２，０４５千円で、介護保険特別会計及び後期高齢者医療

特別会計への繰出金及び職員の人件費、敬老会の開催に伴う経費、委託料では緊急通報体

制整備事業委託料など、そのほかに老人福祉施設措置費１８，９２０千円、町老人クラブ

への補助金１，２００千円などが主なものでございます。 

 ８１ページの社会福祉施設費の歳出額１０，６５７千円は、御坊日高老人福祉施設事務

組合への負担金でございます。 

 心身障害者福祉費の歳出額は１億４９，４３４千円でございます。この科目は、心身障

害者福祉事業に要した経費ですが、主に扶助費の中の障害介護給付費で、そのほかに委託

料では１市５町で運営される障害者相談センターの相談支援事業、移動支援事業、地域活

動支援センター事業などでございます。 

 ８３ページ、福祉センター管理費の歳出額３，３７４千円は、主に地域福祉センターの

維持管理費でございます。 

 心身障害者医療費の歳出額２６，３２８千円は、主に医療費等の扶助費でございます。 

 ８５ページ、地域包括支援センター運営費の歳出額１５，２５９千円は、主に地域包括

支援センターの運営に要する職員の人件費とケアプラン作成費などでございます。 

 ８５ページ下段からの児童福祉費の歳出合計は２億３６，１４２千円でございます。内

訳として８７ページからの児童福祉総務費の歳出額１億４，７４１千円は、児童手当に要す

る扶助費が主なもので、ほかに報償費として出生祝い金及び子育て応援給付金が３，０００
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千円でございます。 

 児童福祉施設費の歳出額９２，６８０千円は、委託料で放課後児童健全育成事業委託金、

負担金補助及び交付金で広域入所負担金、認可保育所負担金、病児・病後児保育事業など

でございます。 

 児童措置費の歳出額２８，３８２千円は、医療費審査支払事務手数料やひとり親家庭医

療費、乳幼児子ども医療費の扶助費でございます。 

 ８９ページの子育て世帯臨時特例給付金は、消費税８％への引き上げに伴い、子育て世

帯に負担軽減を図るために新たに導入されたものでございます。 

 以上で、７５ページから９０ページまでの民生費の説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 民生費のことなんですが、私、歳出のほうじゃなくて同じちょっ

と関連ということで一つ先ほど言い忘れたので、ちょっとお願いいたします。歳入のほう

の１８ページなんですが、同じ民生費のところなんで、ちょっとお願いいたします。それ

の１８ページの児童福祉負担金の滞納繰越分という場所に３０，８００円というの、調定

額で出てきているんですけれども、私、これって滞納やから去年の２５年の決算のときに、

この児童福祉費負担金というところに滞納あるのかなと思って去年の２５年の決算書を調

べますと、去年は、そこの収入未済額ですか、そこゼロだったんですけれども、ここで、

今度、負担金滞納繰越分のところに３０，８００円って出てきているんですけれども、そ

れってちょっと教えていただければうれしいです。よろしくお願いいたします。 

○議長（鈴川基次君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） 龍神議員にお答えをいたします。 

 昨年なかったのにここにというお話だったかと思うんですけれども、昨年まで雑入の中

に入っていたかと思うんですが、これは、はっきりわかるようにこちらに入れるほうがい

いということで、本年度からこちらに入っているという、そういうことでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 龍神議員。 

○５番（龍神初美君） はい、わかりました。 

 それで、そこのまた同じ１８ページのところでもう一つちょっと、これも言ってもいい

ですか。使用料及び手数料の歳入のことやけれど、ここじゃだめですか。いいですか。 

 違いますか。項目、違いますか。 

○議長（鈴川基次君） どうぞ。 

○５番（龍神初美君） いいですか。 

○議長（鈴川基次君） はい。 

○５番（龍神初美君） すみません、お時間いただきます。 

 今の同じ１８ページのところですが、ちょっとこれも教えてほしいんです。公営住宅

使用料って一番最後にあるんですけれども、そこに、この収入未済額というところに
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８５１，９００円ってあるんですけれども、去年、見ますと、２５年のを見ますと、

４５３千円という未済額があるんですね。それ、あるんですけれども、その上の部分とか

だったら滞納繰越分とか、こう３項目のところにあるんですけれども、ここの公営住宅使

用料というところだけ、滞納繰越分というこの項目というのがないんですけれども、これ

というのはなぜですか、教えてください。 

○議長（鈴川基次君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） お答えいたします。 

 今年、去年ぐらいからですけれども、住宅の滞納というのは額が大きくなってきている

んですけれども、それまでは家賃の滞納額ってごく少額ということもありまして、特にこ

こについては節を設けずに、もう住宅使用料１本の中で、この説明書きの中で現年分と滞

納繰越分というのを分けて書くというふうなことをしてきているわけです。それで、先ほ

どありました児童福祉のところなども、その上の墓地のところなども、現年分と滞納繰越

分というのをこういう節で分けた形の記載に、今、してきておりますので、ちょっとここ

はこの記載の仕方の違いだけだと思うんですけれども、一度、ここはどうするかというの

を、また検討させてもらいたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 龍神議員。 

○５番（龍神初美君） ５番、龍神。 

 ぜひ、検討お願いします。私、今年、どれだけ滞納になったんかなと計算したら出てく

るんですけれども、この前、その上のほうだったら、ちゃんと滞納これだけあってそれに

対しての入金がこれって、わかりやすい、それで今年はこれだけってわかりやすいんで、

ぜひよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 民生費ということで、もう８億８０，０００千円、やっぱりすご

い金額になってきたなというのが実感でございます。そこでですけれども、これどなたが

課長、どなたが担当になるんかということで、一般質問でさせてもらいましたように、こ

の間、研修へ行ったときに、三鷹市の事例がありまして、簡単な話、地域ケアネットワー

クというネットワークをつくって、その住民の福祉に関することというのは、ありとあら

ゆるもんを、この一つのネットワークをつくってその中でやっているんですよね。それで、

どういうものが参加しているかと、ちょっと参考にまで言っておきますけれども、行政機

関では市と町とは違いますけれども、警察署から消防、保健所、それで市そのもの、それ

から障害者地域自立支援施設、子育て支援センター、地域包括支援センター、それから薬

剤師会、歯科医師会、医師会、社会福祉協議会、ほのぼのネット、これはＮＰＯだそうで

す。それで、民生児童委員協議会、住民協議会、これ区のような存在です。それから、自

治会、商店会に商工会、それから老人クラブ、保育園、幼稚園、児童館と、それから学校
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とＰＴＡと、それから福祉事業所とボランティアとシルバー人材センター。これ、市と町

と違うんですけれども、これだけのものが寄って、実際、まちの福祉の問題点とか、課題

点のやりとりをしながら、結局、やっているんだそうです。 

 それで、何を言いたいかというと、結局、その８億８０，０００千円ですんじゃないん

ですけれども、どんどんこれから民生費が膨れて、少子高齢化の時代になってきたら、今

のままで、今でもないとは言いませんよ、それの連携プレイはあると思いますけれども、

一つのこういう大きな組織をつくっていかなんだら、中で課題点を、例えばチャイルド・

プアの話にしてみても、非行の話にしてみても、学校の中だけで抱えているというより協

議会の中で問題点を出し合って、そういうことを全体で対応していく、また同じように老

人関係にしても、そういう必要性が出てきたという、女の市長さんで、随分、頭の切れる

市長さんだなと思っていたんですけれども、そういうことを言っておられたんです。 

 私も、やっぱりこれからの福祉というのは、そういう課が、単独なり、少ないこの連携

の中でやっていけば対応できん時代になってくるん違うんかなと思うんですけれども、担

当課長がどなたの対応に、私、質問していいんか、ちょっとわかりかねるんですけれども、

こういう組織の必要性というものについてどう考えるんかと。ほんで、また今の現状の中

でこういう課題やっぱりありますよというような課題があったら、教えていただきたいん

ですけれども、この２点について。後の課題があるというのは、福祉関係でこんなんあり

ますよ、何がありますよ、そういう細かいところが、問題、伺いませんけれども、いや、

こういうこれは何とかせないかんなという問題を抱えておりますと、さっき一般質問した

ように、チャイルド・プアというような問題は、ちょっとうちの課では処理し切れません

というようなそういう話で結構ですので、ありましたらそういう課題点というもの、２点、

質問させてもらいます。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） お答えします。 

 当町におきましては、地域ケアネットワーク的なものはございませんが、当町の課でい

きますと、福祉保険課、健康推進課、住民課が担当になるかと思います。現在は、各課で

連携をとりながらやっているところでございます。特に、問題点とかにつきましては、こ

の３課のほうで連携をとって福祉対応をさせていただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ありがとうございます。 

 それでですけれども、今後も、やっぱり、私も、今、紹介させてもらったのはあくまで

も市です。それを、小さなまちにこれを持ち込んでくるというのはいかがなものかという

ことも、私も、わかっているつもりですけれども、今、課長がおっしゃるように、その

３課で対応していったら、大体、大きな町と同じような問題というのは解消されるんやよ

と。以前、子どもの虐待の話をちょっと聞かせてもらったことあるんですけれども、虐待
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なんていうのは、受ける窓口を増やせば増やすほど、くっくっとこう件数というのは上が

ってくるんだそうですね、今までの経過見たら。課が増えてきても、それ全体を網羅して

いるというよりも、もう幾つも学校だけじゃなしに、補導員とか、民生委員とか、そうい

う窓口増えるたびにぽっぽと増えてくると。結局、実際現実的にそういう課題というもん

が把握されていなかったんだというようなお話を聞いたこともございます。そこで、課長

がおっしゃるように、課長だけの責任とはゆめゆめ思っておりませんけれども、これは町

長の判断というんも入ってくるんだと思うんですけれども、その課で、いわゆるこれから

もまだ膨れていく、もうたちまち１０億円という数字を民生費が超えてくるん違うかなと

思うんです。そんな中で、当分は対応していけるんやよということを考えておられるんか

どうか、そこら辺についてちょっと課長のご意見を伺えたら、ありがたいです。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） はい、お答えいたします。 

 地域ケアネットワーク的なものは必要であろうかと思いますけれども、現在のところ、

３課のほうで、問題点等あれば連携して取り組んでいるところでございます。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ３回目になるので、これ最後に。今、課長の答弁で、私、一安心

というか、適切な判断だと思います。そこでですけれども、町長にお伺いします。 

 今の課長のお言葉を受けてですけれども、実際問題、福祉というものに、福祉を充実し

た町づくりをしていこうとしたら、やっぱり課長がおっしゃったような、そういうネット

ワークシステムというのは必要になってくると思うんです。それは、もう後になったら長

の判断になると思うんです。課長という立場からしたら、今、言うてくれたように、３課

なら３課、４課なら４課で頑張っていきますよというよりほかないと思うんです。ここら

の最終的判断をするのは、町長の判断と思うんですけれども、今のところは察して課題は

見つからんというんか、今、対応をぎりぎり頑張っておられる、いけると、しかし将来は

必要になってくる可能性も十分あるということで、そこら辺についての町長の見解という

もんを、この際、伺っておきたいんですけれども。これ、３回目で、これ最後に質問とし

ます。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。田渕議員にお答えいたします。 

 先般から、担当課長のほうからご説明をさせていただきました。おっしゃるとおり、チ

ャイルド・プアもそうでございます。本当、社会情勢等々見れば、いろんな、子どもでも

いじめもございます。また、老人でも、孤独死等々の問題もございます。都会だったら、

こういった大きな事件、事故があって、田舎だったらそれは皆無やって、そういった形で

はないと思います。今は、本当、事件なんかもどこであっても不思議はないような時代だ

と思います。現在のところ、３課で対応させていただいておるということでございますが、

本当、複雑、また多岐にわたるケースもありますので、その辺も含めて３課で協議し、ま
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た今後そういった形で、必要となればネットワークシステムというんですか、その辺も連

携を密にしてさらなる方向でやっていきたいなと思っております。本当、福祉でもそうで

ございます。民生でもそうでございます。基本的には、人の温かさというんですか、繋が

りが大事だと思いますので、その辺も含めて、今後とも検討してまいりたいなと、このよ

うに思います。 

○議長（鈴川基次君） ほかにございませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） それでは、次に第４款衛生費について細部説明を求めます。 

 決算書の８９ページから９８ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 次に、８９ページから９８ページまでの衛生費についてご

説明申し上げます。 

 ８９ページの衛生費の歳出合計額は４億１３千円で、前年度と比較して４．３５％の増

加、歳出総額に占める割合は１１．１０％でございます。 

 保険衛生費の歳出合計額は２億５，９９１千円でございます。保健衛生総務費の歳出額

１億５５，３７７千円は、主なものとしては負担金補助及び交付金で、日高病院負担金１

億６，７７９千円、その他職員の人件費、妊婦健康診査、不妊治療の扶助費などでござい

ます。また、水道会計への繰出金は２４９千円でございます。 

 ９３ページ、予防費の歳出額３９，３５７千円は、疾病予防に対する費用で、各種健診

事業、予防接種などの経費を支出しています。 

 ９３ページ下段からの環境衛生費の歳出額８，８８６千円は、町内一斉清掃に要する費

用、火葬業務に要した経費が主なものです。住宅用太陽光発電設備導入促進事業補助金は

９７２千円でございます。 

 ９５ページの墓地基金費の歳出額１，０８７千円は、墓地基金への積立金でございます。 

 墓地管理費の歳出額１，２８３千円は、墓地管理人の賃金など、墓地管理に要する経費

を支出しています。 

 ９７ページ、清掃費の歳出合計１億９４，０２２千円は、塵芥処理費１億５５，５０９

千円とし尿処理費３８，５１３千円でございます。塵芥処理費では、ごみ収集委託料

５３，２６６千円、清掃センターへの負担金９３，６８２千円などでございます。し尿処

理費では、クリーンセンター負担金３６，９０６千円、合併処理浄化槽設備補助１，５２４

千円が主なものでございます。 

 以上、８９ページから９８ページまでの衛生費の説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。龍神議員。 

○５番（龍神初美君） はい。５番、龍神。 

 質問いたします。９２ページ、お願いいたします。 

 ２０番の扶助費です。ちょっと、お聞きするだけです。養育医療費って一番最後にある

んですけれども、これってどういうものですか。教えてください。 
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○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） お答えします。 

 体の発育が未熟なままで生まれた２，０００ｇ以下の赤ちゃんが入院を受ける場合の医

療費でございます。 

○議長（鈴川基次君） 龍神議員。 

○５番（龍神初美君） わかりました。 

 それでです。去年の決算見ますと、９６千円と少なかって、今年が８８７千円って決算

額は多くなっていたんで、多分、予算に足りなかったんで充当してきたと思うんですけれ

ども、充当してきたのに、この不用額というのが２００千円残るというところにちょっと

思いました。これというのは、やっぱりもう少し少ない額を充当してくることはできなか

ったんですか。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） はい、お答えします。 

 ２６年５月に、日高病院が他市町分のレセプトを美浜町と間違い、支払基金から請求が

あり、予算が足りませんでした。補正も組む間もなくて、予備費から充当させていただき

ました。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 龍神議員。 

○５番（龍神初美君） はい、５番。 

 わかりました。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 何度も議論する話ですが、９０ページに、子どもの医療費という

項目がございます。町長が、施政方針、所信表明の中で、やっぱり子どもの医療費をうた

っているというのは、これはこれなりに理論も理解はします。しかし、今後の課題という

ところで、子どもの医療費の拡大に伴う財政負担への増加が心配やと書かれています。ま

た、重要施策の中でも、受給者対象を拡大したことにより医療費の増加が認めるために財

政負担に影響が出ると、はっきりと掲げてくれております。ここら辺、この間うちから話

しているように、経常収支率が９４云々ということからしてみたら、ここら辺は、結局、

医療費を無料化することによって、この中の成果にも書いてくれていますけれど、重い病

気にならんと早く発見できるんで、医療費がほかで軽減されたとか、そういうようなこと

で、最終的には財政負担のほうが少なくなるというんなら理屈はわかります。ここで、町

長の所信表明にしてみても、この２６年度の重要施策の評価表にしてみても、どちらもや

っぱりこの経費の拡大、医療費が加算してくるんが財政に圧迫するということが課題だっ

て書いているんです。だから、もう一度言いますけれど、ここでここに投資することによ

ってこんなメリットがあるんやということがはっきり出やん、ここのところを上げてくれ

んで、医療費増えるんが問題や、医療費増えるんが問題や、これじゃ、我々も納得できま
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せん、ここのところでお金要るかわりにこういう利点があるんやということをはっきりせ

ん限り。そこで、重要施策の中で、これは将来続けていくとなったら財政に対しての大き

な負担になるということを上げておられる以上、そこら辺について、どういう手法で解消

していこうと今後とも考えておられるのか、そこらの点についてお示しいただけたらと思

います。 

○議長（鈴川基次君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（野田佳秀君） 子ども医療費の現状についてですが、近隣町との行政サ

ービスの格差の是正のために、現在は中学校卒業まで医療費を拡大しているところでござ

います。到達目標につきましては、ただいま議員のおっしゃったとおり、疾病やけがが重

篤にならず、早期発見を治療し、完治することにより医療費を削減するということになっ

てございます。当町とおきましても、他町のほうで子ども医療費ということで取り入れて

おりますので、行政サービスの格差を是正するために、継続して実施しているところでご

ざいます。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 課長のご答弁は理解します。しかし、この話について今は以前こ

こでも何度も話した話なんですけれども、本当に、近隣町村、結局、一般質問の話じゃな

いですけれども、本当に行政の課題といったら、先ほどから昨日から何度も言っているよ

うにチャイルド・プアなんていう問題は、非常にこの憂うべき現象というんか。我々が真

剣に取り組んでいかないかん話。ところが、近隣町村のって、所得の再配分というところ

で話しましたけれども、これ町長が選挙に受かるための見えのような世界、うちの町長の

責任と言いませんよ、近隣町村、皆、やっているんですから。本当に、現金給付に近い形

のものをするのが本当にこれ、あり方として正しいんかと。しかし、あえて所得の再配分

ということからしたら、町がするのがサービスであって、現金給付やないと。しかし、こ

の医療費というのは現金給付に相当するんかどうかというのは、ちょっとクエスチョンマ

ーク入ると思いますけれども、あえて財政に圧迫をするものを現金として出す以上、もっ

と明確に、やっぱりこれこれしかじかこうで、隣やっているさかいにうちところやるんや

というんじゃなしに、隣そんな人気とりばっかりやっているんだったら、うちところはも

っと正面から見たときに、仮にですよ、チャイルド・プアが課題やということは、このほ

うに投資しますという、そういう理論が必要じゃないんですか。ただ、近隣町村がやって

いるんで格差や格差やと、隣が間違っているかもわかりません。私は、どう考えても、こ

ういう現金給付に近いようなもんは、所得の再配分という観点からしたら、僕は、ちょっ

とおかしいんだと思います。でも、町長がそういう意思を持ってやられるんだったら、そ

れは認めます。ならば、財政の負担というもんかかっているんで、ここで医療費を無料に

したことによって重篤な医療費はどこに比べてこれぐらい安くなっているんですよとか、

そういう具体的な例を出してください。そうしたら、私も了解します。そこら辺になった

ら、課長というよりももう町長が答弁してくださったら、自分の公約でもありますし、た
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だ単に近隣町村がやっているからうちところやって、これで是正されましたというのは、

僕は納得できません。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 決して付和雷同というような形では思ってございません。ただ、先般ですけれども、先

ほども担当課長のほうからも、私も、ご答弁させていただいたことがございます。という

のは、やはりこの近隣のほうで余りにも大きな格差があればおかしいのでないか、その格

差の是正のためということで、私自身も、ご答弁させていただいたこともございます。現

在で言いますと、２段階でこの医療費の無料化ということでさせていただいてございまし

て、小学校の卒業まで、そして引き続きまして中学校卒業までというような形で、現在は

なってございます。また、県のほうで県知事要望というような形の中で申しますと、和歌

山県の町村会のほうでは、まずは小学校卒業までということで、知事さんにぜひともお願

いしたいということで、要望も全体的な要望ということでさせていただいておるような状

況でございます。田渕議員がおっしゃるとおり、決して近隣との競争というような形では

ございません。近隣で言えば、多くの近隣が、現時点で言えば、高校卒業までというよう

な形でなっているかと思います。私自身は、現時点で言えば、この中学校の義務教育の期

間でとどめておきたいなと、このように思ってございます。それと、田渕議員がおっしゃ

ったその財政負担という形もございます。ただ、田渕議員もご存じだと思いますけれども、

やはり医療費ということで今も担当課が言ったとおり、病気の重篤化とか、その辺の抑制

というような形で言えば、大きな、私は、医療費のこの無料化ということではなっている

のではなかろうかなと思いますし、保護者も、この医療費の無料化、現時点は中学校卒業

ということになってございますが、これにつきましても喜んでいただいておるものと、私

自身は認識してございます。選挙というような形の中で、医療費の無料化ということも、

もちろん、私はそれを頭に置いてやってまいりました。財政ということもございますが、

やはり近隣の町、そして、今、言わせていただいたとおり、県のほうにもそういった形で

要望もしているということも、ここで改めて発言したいなと思います。今後でございます

が、まちの中で、この医療費の無料化、そしてひまわりこども園というような形の中で、

空調関係もそうでございますが、いろんな形で美浜町は地域の子どもは地域で守るとか、

大きな意味で子どもを守る施策をやっているということをやりながら取り組んでまいりた

いなと、このように思います。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） もう、３回目ですので。町長とこういうやりとりしたら、いつも

もうこういうパターンで、同じことの繰り返しで、こっちの意味がどうしても伝わらんと

いうことで。私、言っているのは、選挙の受けを狙って、隣やっているさかいやっている

というように見えますよって。ならば、数字的に重篤化しないで医療費が、他町・他県に

比べてこれだけ安くなりましたよということを示してくださいって言っているんですよ。
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それで、県のほうに要求をば、せめて小学校までは県に対して医療費を無料化してほしい

という要求を町村会で出した、それは正しいと思います。また、むしろ、これは本来は国

がするべきもんであって、各町村がそれを超えてする、また各県がそれを超えてするとい

うことには、それなりの理由というもんが、きちんとした根拠という理由が必要なんです。

それで、なおかつそれをやって、町長が重要施策として上げ、所信表明の中で上げたもの

ならば、結果として、それが財政負担、財政を圧迫しますということを課題というんだっ

たら、その解消方法を示してくださいと言っているんですよ。それは、もう１回目の質問

も、今の質問も、全く一緒なんですよ。決して、その医療費の無料化するのが悪いとか、

そういうものじゃなしに、なんで非常に子育てというものに熱心な日高郡市であってもい

いと思います。でも、きちんとした根拠がなかったら、それだったら、一見、本当にここ

がお金必要としているというようなところに投資するべきではないんですか。決して、そ

の医療費の無料化悪いと言うんじゃなしに、それならそれで超えてやるんだったら、その

ことを納得さす事実を列記、出してくださいって、それ言っているんですよ。もう、３回

目になりますので、もうこれでやめますけれども、最初から言っているように、全く同じ

話の繰り返しで、それなら近隣町村とか、これで並びましたというのと理由に上げないで

くださいよ。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。田渕議員にお答えいたします。 

 おっしゃるとおり、財政の圧迫というのは、これは否めないと思います。ただ、私自身

は、子どもの少子化対策とか、子どもの保険とか、そういった形の中で今後とも取り組ん

でまいりたいなと、このように思います。 

○議長（鈴川基次君） ほかにありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） 次に、第５款農林水産業費から第６款商工費について細部説明を

求めます。 

 決算書の９７ページから１１０ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 次に、９７ページから１０８ページまでの農林水産業費及

び１０７ページから１１０ページまでの商工費についてご説明を申し上げます。 

 ９７ページ、農林水産業費の歳出合計額１億５３，５８９千円で、前年度と比較して

１４．７０％の減少となりました。歳出総額に占める割合は４．２６％でございます。翌

年度繰越額は繰越明許費１億４８，５０９千円で、水産業費の日高港西川地区漁船係留施

設整備事業に関するものでございます。 

 農業費の歳出合計額は６５，３２１千円で、農業委員会費８，０８４千円は農業委員会

の運営に要した経費。 

 ９９ページの農業総務費の歳出額は１７，２４３千円で、人件費以外に町農業振興研究

会への補助、有害鳥獣捕獲支援事業などがございます。 
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 農業振興費の歳出額は６，４８５千円で、野菜花卉産地総合支援事業、新規就農総合支

援事業などがございます。 

 農地費の歳出額は３３，５１０千円で、農業集落排水事業特別会計への繰出金や小規模

土地改良事業などでございます。 

 １０１ページ下段からの林業費の歳出額３７，５９２千円は、保安林作業員の賃金とし

て１１，７１０千円のほか、松くい虫防除事業としての薬剤の地上散布、樹幹注入、伐倒

駆除事業などでございます。 

 １０５ページ、水産業費の歳出合計額５０，６７５千円のうち、水産業振興費では人件

費以外に三尾地区増殖場造成工事１９，４４３千円、日高港西川地区漁船係留施設整備業

務１１，２１１千円などで、１億４８,５０９千円を翌年度へ繰り越ししてございます。 

 また、１０７ページの漁港管理費では、重機の借り上げ料などでございます。 

 次に、１０７ページの商工費の歳出合計額は１７，５３５千円でございます。前年度と

比較して４５．９２％の減少でございます。歳出総額に占める割合は０．４９％です。主

なものは、町商工会への助成金などの経費、観光費では煙樹海岸多目的広場や潮騒かおる

公園などの維持管理費などのほか、観光トイレの改修工事などでございます。 

 以上、農林水産業費及び商工費の説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 先ほどから何回か質問させてもらっておりますように、町長の４

年前の所信表明で、買い物難民、いわゆる買い物に行けない方のために道の駅を創設する

という公約を掲げておられました。そして、この２６年度が最終年度でございました。そ

の中で、いろいろ模索されたことは私も知っております、苦労されたということは、それ

なりに課長さんも含めて。それで、コンビニが町内に１軒できた。また、本年ですか、巡

回店舗というんか、車で回るというようなことで、この２つで道の駅を創設するという目

的というのは、これ達成されたと考えておられるのかどうかということ、１点、お伺いし

たいと思います。もう一つ、もう１点ついでに、同じその所信表明の中で、煙樹ヶ浜の松

林の中でヤギを飼うという話がございました。１年後でしたか、どうでしたか、その中で、

町長、ヤギはもう諦めたんですかって聞いたら、いや、諦めていませんって、そういう答

弁でございましたけれども、現実、一向に動く気配がございませんけれども、ここら辺は

もう４年前の夢は、町長としては、破れ去ったんですか。２点。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。田渕議員にお答えいたします。 

 私の所信表明ということのお尋ねだったかと思います。おっしゃるとおり、道の駅とい

うような形で、私自身は、お話もさせていただきました。これに関しましたらば、スーパ

ーがなくなった中で買い物、その当時は買い物難民というような形で初め言ったかもわか

らないんですけれども、現時点で言えば、買い物弱者という言葉のほうが多く使われてい

るかと思います。一つの方法として道の駅がどうかなということで、私自身は、お話もさ
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せていただきました。おっしゃるとおり、買い物弱者ですよ、買い物弱者ということで言

えば、コンビニが現時点で言えば２つがございまして、あとスーパー的なこと、そして今

おっしゃったとおり、車の移動販売というのが、今のところ、２つのところでされており

ますので、この辺の買い物弱者という面では、大きく、私自身は、前進したというか、買

い物弱者ということは解消したのではなかろうかなと、このように思ってございます。も

う一点の保安林のヤギというような形でございますが、これも、私自身、４年前ですか、

議案ということで予算もさせていただいた記憶がございます。その中で、結局実らなかっ

たんですけれども、私自身は、今もそうなんですけれども、一向にというような形で田渕

議員のお尋ねであったかと思いますけれども、これに関しましたらば、今も考えてござい

ます。というのが、やはり自然の動物でございますが、やはりその分、自然の中でござい

ますが、動物というのはいろんな形で、これは食べていい、これはだめというような形は

自分でも判断するのが野生というか、私は、動物だと思いますので、それにつきまして今

ここできちっとした形で明言はできませんけれども、検討しているという形では、私自身

は考えてございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 買い物難民、買い物弱者ということで、この２つがあるので解消

されたと。しかし、当初この道の駅については、この買い物弱者、買い物難民というもの

を解消するだけじゃなしに、この道の駅の創設にはもう一つ目的がありましたよね。美浜

町の特産物をここで売って、美浜町をここで宣伝しようと。確かに、商工会あたりの、ま

た産業建設課長のあたりのお骨折りで夕暮れ市というんか、できて、結構好評に、ここか

ら楽しみな組織がございます。しかし、この道の駅の創設ということについては、まず買

い物弱者がこれで解消されたと、町長は認識しておられるということは一応伺っておきま

す。私は、それで本当に解消できたんかなという疑問を持ってはおりますけれども、それ

は一応聞いておきます。しかし、美浜町の特産物というのは、この道の駅との絡みの中で

町長の何はどうなったんかなということ、１点。それと、ヤギの話ですけれども、これは

あくまでも煙樹ヶ浜の松林を守るという、保護育成という名目でのヤギの放牧だったと思

います。その意味におきましては、町長になられて、実際、作業員も入れられて、草刈る、

ここは、町民に、私も以前、議場で話させてもらったことあると思いますけれども、美し

くなったという評価は住民からいただいているのは現実だと思います。しかし、この重要

施策の中に公的管理というもんはやっぱり入れていかないかんということで、一度だけ、

少なくとも３年に一回は、一応、この松林を全部刈っていくというようなことを続けてい

くと、施策的にそう考えているという話をちょっとここで、そうですねということを一つ

確かめさせておいてください。その２点についてお伺いします。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。田渕議員の再質問でございます。 
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 道の駅ということは、私、唱えましたが、現時点で言えば、なかなか進んでいないのが

現実でございます。そして、保安林の下草刈り、草刈りでございますが、これは３年で大

体この７０haが一回りすると、私は認識してございます。以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 同じく、町長の所信表明の中で地場産業の振興というものがござ

いました。これ、４年前に書かれた話では、美浜町の地場産業の振興が必要ですと、これ

所信表明の部分の抜粋です。それで、農業に関しては農産物の価格の低迷云々ということ

で、また漁業では地引き網のシラス漁一本釣りの云々ということがございます。ここで、

イセエビやアワビなどブランド品とも言えるような高級な水産物が水揚げされていますが、

漁獲量の減少や漁価の低迷で厳しい経営状態にありますと、これは現状として説明してく

ださっております。そこで、施策として松キュウリ、松トマトのブランド化、また町と漁

業組合が協賛する中で朝市の開催など提案させていただけないのか考えておりますという

話でございます。 

 ほんで、４年間取り組んだ結果なんですけれども、この間、結果を取り組んだら漁業の

話はいっこも出てこないんです。農業の話ばっかり出てくるんですけれど。漁業が、本当

に振興上として活発になったんかどうかということは、私も、クエスチョンマーク持って

いるので中でですけれども、今後の課題の中には漁業の施設と漁場の整備に行うことで、

農業、漁業それぞれにおける経営の安定と発展を図っていく必要があるということでござ

います。あとも、ちょっとあるんですけれども、これは省略しますけれども、結局、この

４年間の中で産業の振興ということを上げまして、商業とか、ほかの製材業何とかも、い

ろんな業種があると思いますけれども、農業のほうだけの結果しか出ていない。また、な

おかつ漁業のほうも低迷しているで、施策が必要やと、活発化する。そこら辺について、

具体的にどのような活性化する方策というものを今回はとろうとしておられるんか、そこ

ら辺、具体的な例をちょっと二、三、上げていただきたいと思います。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員もご存じのとおり、なかなか漁業振興ということは現時

点ではなされていないのが現実でございます。ただ、ここで申し上げたいのは、防衛省の

関係でございますが、これ一貫しまして三尾地区でございます。これは、イセエビの関係

の増殖場の造成とか、そして美浜のほうでございますが、日高港の西川地区の漁船係留施

設というような形で、今は漁業者のなりわいの中でしやすいような形のできるだけのこと

を国のほうでもしていただいておるような状況でございます。おっしゃるとおり、朝市

等々は現時点ではできていないのが現実でございますが、一次産業の中で漁業振興という

のはなかなか手がつけられていないのが現実でございまして、美浜町ではなくて紀州日高

ですか、塩屋のほうでございますが、現時点で言えば、朝市がされておる、そういった形

で伺っておるような状況でございます。 

 以上です。 
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○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） やりとりが実を結ばんように思います。町長、よくいろんな建設

関係だったら、コンサルへ出します、コンサルへ出しますという話、ございます。確かに、

こういうソフト事業でも、長期総合計画なんかにおいたらコンサルへ出したり、お伺いし

ます。一回、地方創生というようなことであるとしたら、そういう計画があるなら結構で

すよ。それで、またそのコンサルというのもいろいろと、聞くところによりますと、口で

言うばっかり、計画倒れに終わるようなコンサルもあるらしいですけれども、実際問題、

中には本当に町づくりを考えてくれるようなコンサルもあるやに伺っております。一回、

その刹那的なというたら失礼に当たるのかもわかりませんけれども、行き当たりばったり、

これもしたい、あれもしたい、あれもしたい、それも思いとしては大切にしていかないか

ん思いだと思うんですけれども、そういう一回専門的な者に、今、美浜町の産業、農業だ

けじゃなしに漁業も含め、いろんなものを含めて、一回ここでちょっとお金払ってでもコ

ンサルあたりに相談してみるというようなお考えがあってもいいんかなと思うんですが、

その地方創生の兼ね合わせも含めて。そこら辺で、いかがでしょうか。そういうお考えと

いうのは、可能性としてはもう全くないんでしょうか。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。田渕議員にお答えいたします。 

 おっしゃるとおり、地方創生というような形も一つの大きな、今後はテーマでございま

す。その地方創生、そして長期総合計画もそうなんですけれども、これに関しましたらば、

おっしゃるとおり、ご存じのとおり、コンサルも入ってございます。地方創生、そして長

期総合計画もそうなんですけれども、地方創生で言えば、第一義は私もたびたびご説明も

させていただいておりますけれども、人口のことだと思います。人口が増えるとか、増に

関しましたらば、やはり産業の育成ということには、私は、結びつくかと思います。そう

いった形も含めた中で、地方創生、そして長期総合計画のコンサルともその辺につきまし

ては協議はしてまいりたいなと思います。あくまでも、地方創生、そして長期総合計画の

中で検討できるように、このように思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 次に、第７款土木費について細部説明を求めます。 

 決算書の１０９ページから１１８ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 次に、１０９ページから１１８ページまでの土木費につい

てご説明申し上げます。 

 １０９ページ、土木費の歳出合計額は３億９，９３８千円で、前年度と比較して

１０．２４％の減少、歳出総額に占める割合は８．６０％でございます。 

 土木管理費、土木総務費の歳出額は１９，１８７千円で、職員の人件費、各種団体への

負担金などです。 

 １１１ページ、道路橋梁費の歳出合計額は１億５１，１２２千円で、道路橋梁総務費は
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５，１３０千円は防犯灯の管理などに要した経費でございます。 

 道路維持費９，４９５千円は、道路の維持管理、修繕などに要した費用を支出していま

す。町道のり面の草刈り、町単独工事などでございます。 

 １１３ページ、道路新設改良費の歳出合計額は１億３６，４９７千円でございます。主

なものは、社会資本整備総合交付金を活用した吉原上田井線改良工事、蟹田橋などの橋梁

長寿命化修繕工事、田井新浜線改良工事、委託料では美浜大橋耐震補強設計費などが主な

ものでございます。 

 次に、１１５ページの河川海岸費の歳出合計額は１０，５６４千円で、主なものは、西

川河川改修事業推進協議会への補助金、小規模崖崩れ対策事業費などでございますが、本

年度、特に土砂災害洪水ハザードマップを作成いたしましたので、砂防費で大幅な増額と

なってございます。 

 港湾費は、各種団体への負担金などでございます。 

 １１５ページ下段からの都市計画費は、公共下水道事業特別会計への繰出金１億

１６，０２４千円及び各種団体への負担金などでございます。 

 １１７ページの住宅費の歳出合計額１２，８７８千円は、町営住宅の管理などに要する

経費でございますが、本年度は特に公共下水道の供用開始に伴う大浜団地の下水道接続工

事を実施してございます。 

 以上で、１０９ページから１１８ページまでの土木費の説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ちょっと、少し課長さんにお叱りを受けるかわかりませんけれど

も、ちょっと耳の痛いお話をさせてもらいます。 

 先ほどの民生費の８億８０，０００千円、９億円近いお金に比べまして、いよいよ土木

関係の費用もここまで減ってきたか、３億円そこそこになりました。事務局長、産業建設

課におられたほど、私一人で３億円の工事を担当していましたと。そういうことからいう

たら、忙しい課なのに、産業建設課というんか、建設関係の職員たちが多過ぎるんじゃな

いんですか。ちょっと、嫌味というか、お叱りを受けるかわかりませんけれども、一言ち

ょっと言います。それと、いま一つ、やっぱり地場産業として建設業で生計を立て、なり

わいをされている方もおられます。やっぱり、そこの町には、いざというときには工事、

災害が起きたときにそれに対応するだけの民間の土木の力というものも必要でございます。

そういうことからしてみたら、６月議会で副町長の、提案がありまして、どこでしたか、

正確には忘れたけれども、署名をとってくるということで、天田橋を新しくかけ直して、

ここの前へ道路築いて、それを津波の予防にも役立てようという署名の話がございました。

私、あのことに関してみたら、今言う小さくなった建設費関係の増額して、やっぱりなり

わいとする方にもそれだけの仕事を提供するという必要もあろうとも思うし、また津波に

関する老人ホームをいつまでも浸水する場所へ置いとくわけにはいきません。また、自衛

隊もそうです。あの計画というのは、美浜町の津波防災に関する何を一気に解消する要素
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は持っております。そこで、私も発言させてもらい、当日、６月議会では繁田議員も発言

してくれて、町長、一回、東京へ行くんなら一緒に行きやんしょらよ、それぐらい根性入

れてやったらなあかんのと違いますかという話したとき、町長は、努力しますというご答

弁でございました。したがいまして、この産業建設費の中も含めて、結局、６月から今ま

でどういうような具体的な努力してきてくれたんか、どういう現状にあるのかということ

について、ちょっと説明いただけたらと思います。 

○議長（鈴川基次君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） 職員数のお話でございます。 

 現在、この土木建築グループにおきましては４名の課員がございます。それで、議員ご

指摘のように、過去には町単独事業で５０，０００千円なり、さらにそれ以上のそれにプ

ラスして国庫補助事業、県補助事業ということで、多額の公共事業費があったかと思いま

す。それに比べると、事業費自体は少なくなってきているのも事実であるところですけれ

ども、今、川の問題、それから海の問題、さらには先日の災害の関係の問題等々、それか

ら法律の改正なども含めまして、非常に、私自身、全般的に複雑になってきているのかな

ということを感じております。そういうことからしますと、私自身、今の４名は必ず確保

していただきたいと、そう思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 町長。 

○町長（森下誠史君） はい。田渕議員の２点目にお答えしたいと思います。 

 随分、大きな構想でございました。この件に関しまして、どういった形で６月がしてお

るのですかというような形のご質問でございました。私自身、その後でございますが、御

坊の市長ともお会いしてございます。そして、市長等の関係の中で、もう少し推移を見て

いきませんかというような形の中で現時点ではそこでとどまっておる、そういった状況で

ございます。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 町長、そのほうは頑張ってください。美浜町は、特にあの問題で

全て解決されるといってもいいんですから、今後も注目して質問もさせてもらいます。そ

こでですが、本来だったら公共下水のほうで聞くべき内容かもわかりません。しかし、今、

言っておられますように、課長も、それだけの課員はどうしても必要やということで、こ

こで公共下水道の事業会計の１億１６，０００千円ほど繰り出しておりますので、ここで

ついでに仕事量というんか、工事量を増やすという意味で伺っておきたいと思いますけれ

ども、公共下水の松原処理区、当初では１期工事と２期工事、そのスペースも確保してい

ますよね。しかし、ちょっと噂に聞きますと、この人口の減少の中で第２期工事が必要で

あるかどうかなというような話もちらほらと聞こえてまいります。それで、今、本ノ脇も

繋いでできた中で、この２期工事というものは、どのような方向に流れていくんだ、一気
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にもうそうやって工事費も３億３０，０００千円少なくなってきたら、やっぱり将来、ぽ

んと２期工事までやるべきやという話、必要であれば、そういう考え方も出てまいります。

そこら辺で、これはどなたにお伺いさせてもろたらええんかどうか、ちょっと私もわかり

ませんけれど、松原処理区の第２期工事というものは、おおよそ計画では幾らぐらいにな

るんや、いや、もうこれはというんか、ほいで今の第１期工事で大体何％ぐらい処理でき

ているんやという、そこら辺、全体的な姿についてお示しいただけたらと思います。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課主幹。 

○上下水道課主幹産業建設課兼務（大星好史君） 田渕議員にお答えします。 

 松原処理区の現状でございます。平成１７年６月に１期工事の処理場が完成いたしまし

て、それ以後、管路工事といたしましては、今現在も本ノ脇も含めて進めているところで

はございます。それで、処理場の２期工事についてでございますけれども、２期工事につ

いては約３億ほどかかろうかと思っております。それで、今、流入量としましては、計画

の大体５５％程度の流入がございます。それで、今年８月から、田井畑地区につきまして

はもう全面供用開始になりました。それと、本ノ脇地区につきましては、今年度及び来年

度の早い段階で全て供用開始になるであろうと考えております。それで、公共下水道の場

合、３年以内に接続してくださいという下水道法上の決まりもございますので、そこらを

めどに、流入量と相談しながら２期工事を考えていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ご指摘も当然だと思うんですよ、公共下水の話を聞くに。しかし、

１億１６，０００千円の繰り出しがあるということで工事費ということで聞くんですけれ

ども、結局、そうしたらその第２期工事というのは３億円ほどで、当初計画しておった施

設よりもかなり小さくなる可能性があると判断させてもらってよろしいんでしょうか。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課主幹。 

○上下水道課主幹産業建設課兼務（大星好史君） 田渕議員にお答えします。 

 平成２０年の全体計画の見直しを行いまして、やはり人口の減少というのが発生してご

ざいます。今、全体計画の目標年度が平成３７年度になっておりますけれども、今、１系

列ある、規模で言うと約半分ぐらいの処理能力を有する処理槽ということになります。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ということは、皆さんが３年以内に繋いでいただいても５０％と

いうことは、もしかしたら１系列で賄える可能性があると判断しておいてもよろしいんで

しょうか。可能性で、結構です。 

○議長（鈴川基次君） 上下水道課主幹。 

○上下水道課主幹産業建設課兼務（大星好史君） 田渕議員にお答えします。 

 今の現状でありますと１系列、今の施設で処理できる可能性が高いといいますか、まあ

まあ、高いように考えております。 
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○議長（鈴川基次君） それでは、しばらく休憩します。 

 再開は２時５５分とします。 

午後二時四十二分休憩 

   ―――・――― 

午後二時五十五分再開 

○議長（鈴川基次君） 再開します。 

 次に、第８款消防費について細部説明を求めます。 

 決算書の１１７ページから１２４ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） １１７ページから１２４ページまでの消防費についてご説

明申し上げます。 

 １１７ページ、消防費の歳出合計額は２億９，５１４千円でございます。前年度と比較

して１５．４９％の減少となりました。消防費の歳出総額に占める割合は５．８１％でご

ざいます。翌年度繰越額は繰越明許費４９７千円で、地域防災計画の印刷費でございます。 

 非常備消防費９，４１１千円は消防団活動に要した経費で、消防団員の報酬、共済費な

どを支出してございます。 

 １１９ページ、消防施設費１２，５１５千円は、主に消防車両の維持管理及び消防資機

材の購入に要する経費と昨年度からの新浜消防車庫新築工事となってございます。 

 １２１ページ、災害対策費６５，３１２千円は、地域防災計画委託業務、松原地区高台

予定避難場所基本実施設計委託、事業継続計画策定業務、浜ノ瀬分館屋上避難施設整備設

計委託、蓄電式避難誘導灯設置、ソーラーＬＥＤ避難誘導灯設置などが主なものでござい

ます。負担金補助及び交付金では、和歌山県耐震化促進事業、各地区自主防災会活動支援

助成金などとなってございます。 

 １２３ページ、常備消防費の歳出額は１億２２，２７６千円で、日高広域消防事務組合

負担金などでございます。 

 以上、１１７ページから１２４ページまでの消防費の説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。碓井議員。 

○３番（碓井啓介君） ちょっと、お尋ねしたいんですけれども、１２２ページ、旧田井

畑集会場解体撤去工事設計委託、設計の委託料やと思いますけれども、この旧の田井畑の

集会場、区のほうからこのまま残すというようなお話、出ていると思うんですけれども、

これは、ただ解体の設計を委託したというだけで止まっているということですか、解体に

はいかないということですか。 

○議長（鈴川基次君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（中村幸嗣君） 碓井議員にお答えします。 

 １２２ページにあります委託料、旧田井畑集会場解体撤去工事設計委託でございますが、

このとおり、８８５，６００円を昨年度執行しましたが、当初の計画から変更がありまし

て、これについては、今現在は解体撤去の工事設計を委託したのみにとどまっております。
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また、田井畑地区の地区要望でもありましたが、地区からもその旧田井畑集会場の存続を

望まれていることもありますので、今のところは現状のままということの予定でございま

す。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ございませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） 次に、第９款教育費について細部説明を求めます。 

 決算書の１２３ページから１４８ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 次に、１２３ページから１４８ページまでの教育費につい

てご説明申し上げます。 

 １２３ページの教育費の歳出合計額は４億７６，７２１千円で、前年度と比較して

９．５６％の減少となりました。歳出総額に占める割合は１３．２２％です。 

 １２３ページ、教育総務費の歳出合計額は５３，１６３千円でございます。 

 教育委員会費は、教育委員などの報酬及び教育委員会運営に要した経費でございます。 

 事務局費の歳出額４２，５６８千円は、教育長ほか職員の人件費、通学バス運行委託

１，１４７千円、本年度はいわゆる新教育長制度に伴う例規の整備支援業務８６４千円な

ど、事務局経費でございます。 

 １２５ページ、教育諸費では、負担金補助及び交付金として総合的な学習補助８００千

円、演劇公演助成５００千円など、その他各種協議会などへの負担金でございます。 

 １２７ページ、外国青年招致事業費は、英語指導助手の活用に要した経費でございます。 

 次に、小学校費の歳出合計額は９０，８９３千円で、小学校の管理運営に要する経費で

ございます。昨年度は、教室の空調設備の整備工事があった関係から、本年度の決算額は

大幅な減少となってございますが、本年度は、２つの小学校の体育館の非構造部材耐震改

修工事を行ってございます。 

 １３１ページ、教育振興費は、教材、教具等の購入に要する備品購入費、準要保護の扶

助費でございます。 

 １３１ページ下段からの中学校費の歳出合計額は７４，３５７千円で、中学校の管理運

営に要する経費でございますが、体育館の非構造部材耐震改修工事を行ったため、決算額

は大幅に増加してございます。 

 次に、１３５ページ、こども園費の歳出合計額は１億５５，１７３千円で、職員及び臨

時職員の人件費、給食の賄い材料費、その他ひまわりこども園の管理運営に要する経費で

ございます。本年度は、特に法改正に伴い、子ども・子育て支援事業計画策定業務を行っ

てございます。 

 １３７ページ下段からの社会教育費の歳出合計額は４０，２１２千円でございます。 

 １３９ページの社会教育総務費は、公民館職員の人件費と社会教育や成人式に要した経

費でございます。公民館費の歳出合計額は１１，８４８千円で、各公民館の維持管理経費
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でございます。 

 １４１ページ下段の文化振興費は、町文化協会、大賀ハス保存会などへの補助金などで

ございます。 

 １４３ページの図書館費８，０５８千円は、臨時職員の一般賃金や社会保険料、図書購

入費、その他の管理運営に要する経費でございます。本年度、初めて再任用職員を図書館

に配属いたしましたが、人件費については総務費に一括計上してございますので、ここに

は含まれてございません。一方、本年度は、新しいパソコンシステムの更新と指定寄附に

よる図書の購入がありましたので、決算額は増額となってございます。 

 次に、１４５ページ、保健体育費の歳出合計額は６２，９２３千円でございます。 

 保健体育総務費の歳出額は１，７７５千円で、スポーツ推進員の報酬、町体育協会への

大会運営などの委託料及び町体育協会などへの補助金など、体育関係事業運営に要した経

費でございます。 

 体育施設費の歳出額は８，２９３千円で、体育施設の管理に要した経費でございます。

本年度は、特に体育センターほかのトイレ改修費が増額の要因となってございます。 

 １４７ページの学校給食施設費の歳出合計額５２，８５５千円は、学校給食の運営に要

した経費でございます。 

 以上で、１２３ページから１４８ページまでの教育費の説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。髙野議員。 

○７番（髙野正君） ７番です。 

 １３０ページ、委託料というところで、警備委託料、何委託料って書いてあります

が、１８から流用、３６，１４０円とありますが、不用額、ざっと８倍近くの不用額が

３１５，８９０円、これ委託料なんて、もともとからわかることやないですかねと思うん

です。それに、足りなくなったからよそから流用してきて、備品購入費から流用したんで

すか。それで、なおかつ不用額が３１０千円も出ている。何で、こういうことになるの

か、理由をお聞かせください。それで、次いでといっては何ですが、よく似たことが、

１４４ページ、図書館費ですか、社会保険料、雇用保険料で足りなくなったんで需要費か

ら８，９５７円ですか、流用してきたにもかかわらず、０４へ２９５，７４９円を流用し

て、なおかつ１５，８０３円の不用額が出ております。同じようなことが言えると思うん

ですが、今回、何々から流用してきて何々へ流用するというのが非常に少なくなったと思

っておりますが、監査委員からの指摘もあったように、流用がいつになく多いのかなと感

じております。それで、こういった理由をはっきりと納得がいくように、ご説明いただき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 教育課長。 

○教育課長（西端成太郎君） 髙野議員にお答えをいたします。 

 まず、１３０ページのほうですが、委託料として３６，１４０円流用ということになっ
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ておりますが、これにつきましては、緑育推進事業というのがございまして、これは松原

小学校でこれ実施をいたしました。ただ、その実施の申請の時期が４月を越えてからのも

のになっております。ですから、当初のときにはこれがわからないというか、そういう状

態のものでありましたので、ここで流用をさせてもらったということです。あと、この不

用額のところにつきましては、工事があると思うんですが、その額が後からまた戻ってき

たというか、そういうことになって入れたのに不用額が多うなったという、そのことにな

ります。緑育がこの春先でありますので、ということで、ご了解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 中央公民館長。 

○中央公民館長（塩崎清則君） 髙野議員にお答えします。 

 図書館費の中の共済費ですけれども、図書館費の賃金も含めてですが、当初、予算取る

ときに、賃金と共済費、図書館費で臨時職員２人分計上しておりましたんですけれども、

図書館のほうへ再任用の職員行きました関係で、１人、図書館の職員、公民館のほうへ変

わっています。それで、公民館のほうへその１人分の臨時職員の賃金、共済費を振ったわ

けです。ほいで、最終的にまた７月から非常勤職員雇った関係で、どうしても８，９５７

円足らなくなるということで、流用させていただきました。 

 以上です。おわかりでしょうか。 

○議長（鈴川基次君） 髙野議員。 

○７番（髙野正君） その図書館のほうでというのは、再任用雇用も前年度からわかって

おりましたね、そういうことが。途中で辞めたとき、何か補正で不用額になったかな、不

用額って要らんで、そのまま置いといたらそのままでいけたんですね。ただ、図書館では、

１人辞めて途中で１人入った、その間、空白があっても、金の移動ってほとんどなかった

ように思ったんですが、あったんかな。あったのなら、今ので、ほぼそのとおりだと思い

ますが、なかったんなら、じゃ、この人間の出入りがあっても金の移動がなかったらその

ままで、まだここに不用額で出てきたと思う、その１カ月か、２カ月か、その分について

はね。出てくるんやけれども、その金の移動と人間の異動と同じように、やめたらやめた

ですぐ不用額で戻ってきて、入ったら入ったでまた予算組んで、そんな金の出し入れして

いないでしょう。そのままだったん、違うんですか。その辺、もう少しもう一遍、もう一

度お願いします。これでやめときます。 

○議長（鈴川基次君） 中央公民館長。 

○中央公民館長（塩崎清則君） お答えします。 

 最終的に社会保険と雇用保険の計算をした時点で８，９５７円、その７月に採用しまし

た非常勤職員の分が足らないということで、流用させていただいたんです。８，９５７円

です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） はい。教育長にお伺いします。 
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 ここに、美浜町教育委員会の点検評価報告書というものがございます。この中ですけれ

ども、３番目として生涯学習の推進（生涯スポーツの振興）というものがございます。今

まで、町長なり、教育長とお話ししてきた中で、この議場で話してきた中で、古屋教育長

が一番この生涯学習というものについて正しい認識を持っておられるなって、私、そう感

じております。おだてじゃないんです。そこでですけれども、古屋教育長の感性からして

みたら、生涯学習の推進って括弧して生涯スポーツなんかこんなところへ持ってくるの、

ちょっと滑稽に、理解できると思うんです。 

 そこで、この基本方針見たら、幼児期から高齢期に至るまで云々と書いて、基本方針の

下から３行目の実現を向けて取り組むということまでは、結局、本当の生涯学習の推進と

いうことの内容を上げておりますよね。ほんで、この下の２行までだけが、また住民が気

軽にスポーツに親しみ、健康で豊かな生活を送ることができるように生涯スポーツの普及、

推進に振興に努めるで、この２行だけ、実際、スポーツということでね。実際、ところが

この評価しているというのは、活動しているというのは、皆、スポーツの話がほとんどで、

生涯学習というものについての、強いて言えば、図書館では生涯学習の時代にふさわしい

という、こういう評価の仕方しているんです。 

 それで、これは教育委員会がしたものなんで、ちょっとそれは、教育長、全部責任が押

しつけられても困りますよということになるのかもしれませんけれども、今はちょっと組

織も変わりましたんで。教育長の生涯学習に対する認識からしてみたら、この括弧、生涯

スポーツの振興というものをとってつけたように、要するに教育委員会のほうへ生涯学習

そのものを押しつけるのは、私、本来おかしいと思うんですよ。でも、教育委員会来た以

上、そこへスポーツをひっつけて、それでこう教育委員会の活動、教育の取り組みという

評価の仕方しているというのは、非常に不自然だと、教育長も思うと思うんです。今年な

り、何なり、ここの結果を見せてもうて、どこかで教育委員会のほうに町長が生涯学習と

いうものをお願いするんですよというたら、もうそれはそれとして、ここら辺を、一遍、

本当に教育委員会が町の全体の生涯学習についての活動を担うというような方針にこれ変

えてみませんか。私、提案のほうですけれども、古屋教育長だったら、私が、こう今何を

言っているかという意味、伝わると思うんです。ほんで、それまず一番大きな１点ですけ

れど、その中で、今後の課題、方向、一番最後ですけれども、この生涯学習の機会創出と

環境整備としては、１９年度からお話出張講座やっていると。ほんで、ずっと４講座の

６８名から始まって、こうずっと書いてくれているんですけれども、どうも今のそのお話

講座というのが、生涯学習そのものの内容に役立っているのかなというたら、ないとは絶

対申しません、効果はそれなりにあると思うんです。でも、その目的達成からしてみたら、

もうちょっとこのこれも、入江町長の時代になって生涯学習の推進というもんを、出張お

話講座を活用して行うという方針を出したんです。だから、そう出した以上、出張お話講

座というものを、生涯学習の推進の柱、古屋教育長が、いや、これしかええといって変え

られてもいいと思うんですよ。でも、今のその出張お話講座でその生涯学習の推進という
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のが満足できる状態にあるんかと。僕、むしろ古屋教育長の思うように、ここら辺、スポ

ーツというものはスポーツのもので独立するなり、切り離して、生涯学習は生涯学習とし

て、ここで一つの項目を上げて推進していくべきだと思うんです。これ、長計との兼ね合

わせもあるというのも知った上で質問しているんですけれど、そこら辺、いかがですか。

私が言っているような方向で、一遍、ここら辺、洗い直してみる機会だと思うんですけれ

ども、いかがでしょうか。 

○議長（鈴川基次君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 大変大きな問題で、大変答えにくいわけなんですけれども、まず

この生涯学習と生涯スポーツの関係ですが、基本的には、やはり生涯スポーツ、いわゆる

勝負にこだわらない、体を鍛える、長く動くことができる、そういう体づくりというんで

すか、そこらあたりが基本にあるように思います。そういった意味から、体を鍛えるとい

う意味から言えば、生涯学習の根底にあるんではないかなと、そのような考え方も持って

おります。先ほどからおっしゃられております田渕議員さんのお考え、ここらあたりも、

一遍、僕も検討、もう一度させていただいて考えてみたいなというふうなことを思います。 

 それから、もう一点、そのお話出張講座の件ですが、これも以前にもちょっと触れさせ

ていただいたこともあるわけなんですが、いわゆる生涯学習社会という山の頂上へ登るた

めには幾つかのルートがあると。出張講座もそのルートの中の１コマであると、私は思っ

ております。これが全てではないと。いろんな形のものがあるように思いますので、それ

ぞれのこのルートを使いながら頂上を目指していくのが、私たちの仕事ではないかなと、

そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今の教育長の答えで納得しますというんか、何らそれで私も満足

します。ちょっと、今、探しているので、ちょっと機会あったら、教育長に読んでおいて

いただきたいなと思うことなんですけれども、今年から、この評価表の中に、議会の改革、

議会が指摘する重要施策ということを載せさせてもらっております。これは、多分、教育

長の手元までいっていないんかもわかりませんけれども。その中の一番最初に、議会とし

て、結局、健全な町づくりするというのは、中心になるのは生涯学習やないかという話、

載せております。一回、お目通しというんか、議会としての意思として、ちょっと議会が

指摘する重要施策の１つ目に書いておりますので、一遍読んでおいてほしいなと、そんな

に思います。ソーシャルキャピタルということについて、生涯学習について言っておりま

すので、よろしくお願いします。 

○議長（鈴川基次君） それでは、次に第１０款公債費から財産に関する調書について細

部説明を求めます。 

 決算書の１４７ページから１５５ページです。総務政策課長。 

○総務政策課長（福島教君） 次に、１４７ページ下段から末尾までの公債費、予備費、
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実質収支に関する調書、財産に関する調書についてご説明申し上げます。 

 １４７ページ、公債費の歳出総額は３億３８，５１３千円で、前年度と比較して

２．４０％の減少となりました。歳出総額に占める割合は９．３９％でございます。公債

費のうち、元金償還金は２億９６，４９７千円、利子償還額は４２，０１６千円でござい

ます。 

 １４９ページの予備費からの流用額は１，５８０千円で、庁舎屋上高架水槽及び消防設

備の修理費、医療機関の請求間違いによる療育医療費、第三者による事情聴取のための弁

護士費用の支払いに充当したものでございます。 

 １５１ページに実質収支に関する調書、１５２ページ以降に財産に関する調書を添付し

ておりますので、ご参照いただきたいと思います。 

 以上で、細部説明を終わります。 

○議長（鈴川基次君） これから質疑を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） それでは、最後に締めくくりの質疑を行います。質疑漏れ等ござ

いましたら、１人１回程度の質疑を許します。 

○議長（鈴川基次君） 田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） １回しかさせてくれんのに、ちょっと些細なこと聞くの非常に悪

いんですけれど、さっき忘れたんで。 

 ５０ページに、コンビニ収納の手数料というのが２５２千円ほど計上されております。

コンビニで税金が納められるということが、今の時代に必要なことかもわかりません。そ

れは、理解もします。たしか記憶が正しければ５，０００千円ぐらいのそういう手続があ

ったと思います。それで、１年経ったわけなんです。それで、聞きたいんは、初めてやっ

てみて、これから増えてくるんかもわかりませんけれども、幾らぐらいコンビニで収納が、

何件ぐらいで、合計幾らぐらいあったんかなという、ちょっと初めてでこんなん知りたい

なと思いますので、ご答弁よろしくお願いします。 

○議長（鈴川基次君） 税務課長。 

○税務課長（谷輪亮文君） 田渕議員のご質問にお答えいたします。 

 コンビニ収納は税金のほうで行っているんですけれども、住民税のほうで、窓口でお金

をお払いしていく方のうち、住民税が２９．８５％、固定資産税で２５．１２％、軽自動

車税で３１．８８％、国保で２４．６８％、合計しますと２６．４７％でございます。全

体で２０，０００件ぐらいの取り扱いあるんですけれども、そのうちの５，３３０件がコ

ンビニということです。あと、口座振替のほうが、全体１００％にいたしましたら窓口が

４８．６、コンビニが１７．５、口座振替で３３．９となっております。 

 以上です。 

○議長（鈴川基次君） ほかにありませんか。 

○議員 「ありません」 
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○議長（鈴川基次君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（鈴川基次君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、起立によって行います。この決算を認定することに

賛成の方は起立願います。 

○議員 （起立多数） 

○議長（鈴川基次君） 起立多数です。したがって、認定第８号 平成２６年度美浜町一

般会計歳入歳出決算については認定することに決定しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

午後三時二十七分散会 

 再開はあす午前９時です。 


